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創立100周年に向けて



　芝浦工業大学校友会は昭和 3 年に発足しました。本部を東京都港区に設置し、現在は海外 5 支部（台湾・
シンガポール・上海・タイ王国・韓国）と北海道から沖縄までの地域にお住まいの卒業生で構成されている
45 地域の地域支部、官公庁や一般企業などに在職している校友会会員や退職されている会員で構成している
職域（企業）支部が 25 支部、最後に学科卒業、研究グループ卒業、スポーツ等の共通するグループの卒業
生で構成されている同好支部が 19 支部、合わせて 92 支部が活動されています。
　校友会の目的は、会員相互の交流と親睦を深め、会員の社会貢献に寄与する活動の支援を目的としています。
また、母校の教育事業に援助し、母校の発展に寄与する事を行なっています。
現状は支部と本部が連携して下記のような活動を行っています。
　 １．在校生の就職支援活動
　 ２．在校生の研究・実習活動への協力、卒業生による「実学サロン」の開催
　 ３．女子学生博士（後期）課程進学奨学支援
　 ４．在校生主催「芝浦祭」・「大宮祭」への支援
　 ５．新卒業生への記念品贈呈
　 ６．母校開催父母懇談会への協力
　 ７．母校開催の賀詞交歓会への協賛
　 ８．母校記念事業への協力
　 ９．箱根駅伝予選会出場への支援活動
　10．校友会全国総会、賀詞交換会の開催
　11．校友会支部への活動支援
　12．全国卒業生名簿の追補版発行
　13．資格習得講座の提供
　14．校友倶楽部の活用
　本年度も各事業活動での協賛・支援などを含め、様々な活動を行なってまいります。
　芝浦工業大学校友会は、在校生、後援会ならびに教職員との連携を密にして、芝浦工業大学の社会的基盤
を更に強固にするための活動をしてまいります。
　最後に今年度の校友会活動にご支援ご協力賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

芝浦工業大学校友会の概要と活動について
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会　長　挨　拶

芝浦工業大学 校友会

会　長

鈴 見　健 夫

建築学科　昭和 45 年 卒業

全国の卒業生ご家族の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は校友会活動
にご尽力、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

本年は 4 月 1 日に新元号「令和」が発表され、天皇陛下は 4 月 30 日に退位されて平成は 31 年目で幕を
下ろしました。5 月 1 日に皇太子さまが新天皇に即位され新しい時代「令和」が始まりました。元号は時代
を区切り、その時代を生きる日本人の心理に深く根を下ろすと言われます。母校も昭和 2 年に創立され平成
を経て本年「令和元年」に創立 92 周年を迎えます。

今年も 2 月に入学試験が行われ志願者数は 46,505 名（昨年 41,734 名 111% 増）と過去最多を更新して
います。この少子化の時代に我々卒業生にとりましても大変うれしいニュースであります。この主要因とし
ましては全国の卒業生の皆様の社会での活躍と評価に因るものと思います。

4 月 2 日に東京フォーラムに於きまして、入学式が挙行され学部 2,004 名・大学院 470 名の入学者を迎
えました。その中に今年から公募で入学をした陸上部駅伝ブロックを目指す学生が 6 名含まれています。村
上学長は 2027 年の創立 100 周年にはアジアの理工系大学のベスト 10 を目指すと言っていますが、もう一
つ箱根駅伝本選出場を目指すと言っています。その記念すべき 1 期生が入ってきました。毎年 5、6 名を公
募にて募集していくとのことです。

校友会が提案して支援を始めて 10 余年ですが、大学として箱根駅伝を目指すことになりました。簡単に
は本選出場は難しいと思いますが、100 周年までには何とか出場を果たしてほしいと期待し、校友会も支援
をしていきたいと思います。全国の卒業生と家族の皆さんが、テレビや沿道で応援できる日が一日も早く実
現できるよう、皆さんと一緒に母校を応援したいと思います。

今年の卒業生の就職率は 98% と昨年とほぼ同じでした。公務員、教員試験に再チャレンジする方々、帰
国する留学生もいて、なかなか 100% とはならないのですが、昨年（2018 年 3 月卒）の大手企業 400 社の
就職者率は国公私立大学の 4 位（東洋経済オンライン）に位置づけされています。就職に強い芝浦の面目躍
如だと思います。

今後とも校友会は「在校生就職支援委員会」を強化し大学キャリアサポートセンターと一体となり在校生
を支援して参りますので、全国の卒業生の関連企業等のご協力を宜しくお願い申し上げます。

結びに卒業生ならびに、ご家族の皆様のご繁栄とご健勝を心から祈念申し上げます。



2

SIT Alumni Association

芝浦工業大学は昨年、創立 100 周年を目指し、大
いなる船出を致しました。また本年は、天皇陛下の
譲位に伴い元号も「令和」にあらためられ、新しい
時代を迎えようとしています。

現在の執行役員の任期も残すところ一年余りとな
ります。常任幹事の人数枠の拡大と若手の登用も着
実に前進していると感じています。「組織は人」と
言われるように、何事にも力ある人材の結集が為さ
れれば組織は力を発揮できます。

本学は、創立 100 周年への目標を「アジア工科系
大学トップ 10」を掲げ、出発しました。卒業生と
して我々も、創立 100 周年までに、自分は「何を
やるのか」という目標を掲げ出発したいと思います。
本校の歩みに歩調を合わせ校友会・校友とともに、
希望の前進を開始しようではありませんか。

また今後、校友会は国際化に対応できる組織づく
りを目指していきます。近年、シンガポール支部な
ど多くの海外支部が発足していますが、校友の皆さ
んが海外で活躍する後押しができる組織作りが重要
です。更に「Siba-jo プラチナネットワーク」に代
表される女性の活躍をささえ、その力を校友会に注
いでいただける組織づくりも益々重要となります。

芝浦工業大学が世界へ人材輩出のフォートレスた
ることを心に刻み、また本学を支える喜びをお伝え
し、総務広報委員会を代表してのご挨拶と致します。

総務広報委員会　活動内容
・広報活動の充実
　①　校友会 HP の充実
　②　各支部活動の支援体制の強化
　③　校友会だよりの発刊
・実学サロンの開催
・校友会職員の労働環境の充実

副会長・総務広報委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

林 田　和 雄

建築学科
昭和 52 年 卒業

校友会歴
平成11年　常任幹事就任
平成15年　副会長就任　現在に至る

経　　歴
昭和52年　設計事務所勤務
平成11年　港区議会議員　現在に至る

校友会の皆様におかれましては、ますます御健勝
のこととお慶び申し上げます。平素は校友会活動に
格別の御高配を賜り深く御礼申し上げます。

財務委員会の主な活動としては、校友会活動の大
きな幹となっている「各委員会からの年度予算要求」
を整理し原案作成後、執行役員会で審議し、常任幹
事会の審査承認を経ています。

海外も含むすべての校友会会員が参画できる「全国
総会」にて、最終承認される「年度予算」の策定を担
当しており、このプロセスと重要性については既に多
くの方々に御理解をいただいているところです。

更に、年度内の各委員会活動が予算通り執行されて
いるかを確認し、翌年の全国総会で結果報告する大変
重要な事項を担当している委員会であります。

一方で、在校生の就職活動においては、鈴見会長が
委員長である就職支援委員会のメンバーとして一人で
も多くの希望者が就職できるよう前向きに協議すると
共に、就職セミナー・父母懇談会等の大学や後援会主
催のイベントにも積極的に参加しております。

卒業生が実社会において各方面でグローバルに芝
浦工業大学の「ブランド価値向上」に鋭意努力され
ていることは、卒業生相互の誇りでもあります。

ますます校友の輪を広めると共に大きな絆をつく
り、母校芝浦工業大学と校友会の更なる発展を皆様
と共に創造して参りましょう。今後とも御支援の程、
何卒宜しくお願い申し上げます。

財務委員会　活動内容
・基本財産及び流動資産の整理、統合、管理の

徹底
・予算書、決算書の作成
・補正予算の対応
・会計監査対応

副会長・財務委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

吉 池　富士夫

金属工学科
昭和 51 年 卒業

校友会歴
平成27年　埼玉支部長
平成29年　 副会長（財務委員長）・大学評議員（校友会

選出）

経　　歴
平成25年　㈱LIXIL　専務執行役員
平成28年　 飯田グループホールディングス㈱　執行役員
平成30年　 同社　社長付
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校友の皆様、校友会の活動に御理解、ご協力を頂
き、誠にありがとうございます。

今年も、6 月の第二土曜日の 8 日に全国総会・懇
親会が品川プリンスホテル・アネックスタワー 5F で
開催されます。2020 年の東京オリンピック・パラリ
ンピックの年に会場を確保するために、品川プリン
スホテル様にご協力いただいています。

事業委員会といたしましては、実行委員の皆様と
全国総会・懇親会開催を校友会での最大のイベント
と考えていますので、何か校友の親睦に資する事が
ございましたら、何なりとご意見ご要望をお聞かせ
願えればと思います。

また、全国総会・懇親会では大学の教職員をはじ
め、後援会、在校生の皆様との懇親も大切な一面と
とらえています。特に在校生の様々なサークルを招
待し、卒業生との交流の輪を広げようと努力してい
ます。現在の大学の学生さん達の考え方などに校友
の皆様が触れて頂ければありがたいです。

校友の一員として、芝浦工業大学が創立 100 周
年に向かって、着実に歩んでいることを実感してい
ます。校友会は、大学のため、在校生のため、もち
ろん卒業生のために「継続は力なり」を心に、一歩
一歩着実に歩み、次の世代に引き継いでいけるよう
頑張って参ります。

今後とも、ご指導ご支援を賜りますよう、宜しく
お願い致します。

事業委員会　活動内容
１）全国総会懇親会の企画運営
２）新年賀詞交歓会の企画運営
３）校友倶楽部運営
４）他・大学開催事の協力等

副会長・事業委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

釜 井　重 一

建築学科
昭和 55 年 卒業

校友会歴
平成23年　常任幹事就任
平成29年　副会長（事業委員長）就任

経　　歴
平成30年　三井住友建設㈱ 定年退職
平成30年　釜井建設マネジメント㈱　代表取締役就任

平成 29 年 6 月に常任幹事、同年 7 月に副会長に
就任し、例規委員長として約 2 年が経過致しました。
現在、例規委員会は委員 13 名と顧問 1 名の全 14
名で構成しており、例規（会則、規則、内規）を精
査し、不具合点や時代にそぐわない部分を抽出し、
実態と整合がとれるような規程への改正を進めてお
ります。任期中には例規集第 3 刊の発刊を目標とし
ております。

現在、大学はグローバル化が進展し留学生も年々
増加しており、海外支部の強化が重要と考えていま
す。また、大学は自由な教育・研究や研究成果の社
会への還元など幅広い活動が必須になっています。

私は、校友会会員、母校教員の両方の立場から、
副会長・例規委員長の業務と併せて、大学の各部署
との連携・調整に努めながら、卒業生、在校生、母
校教員への継続的な支援をしていきたいと考えてお
ります。母校の 100 周年に向けた改革と校友会の
発展のため、校友会本部・支部と母校との連携もさ
らに強化していく必要があると考えます。

今後も校友会諸先輩のご意見を賜りながら、微力
ではありますが、校友会、母校のさらなる発展のた
めに努力して参ります。

校友会の皆様のご支援を 宜しくお願い申し上げ
ます。

例規委員会活動内容
・会則・規則・内規の精査と問題点の抽出
・例規改廃の審議
・最終目標：例規集第 3 刊の発刊

副会長・例規委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

本 間　哲 哉

電子工学科
昭和 56 年 卒業

校友会歴
平成29年　東京総支部 副支部長
平成24年　芝浦技術士会支部 副支部長

経　　歴
昭和58年　日本電気株式会社
平成 8 年　芝浦工業大学工学部　電子工学科
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卒業生の皆様におかれましては、益々ご健勝のこ
ととお慶び申しあげます。監査役を務め二年となり、
校友会活動を通じ、皆様との出会いの機会を共有で
きますこと、ありがたく感謝申しあげます。

本年の大学入試では、伝統ある校史の中でも過去
最高の志願者を数え、芝浦工業大学の社会的な高評
価、ブランド力の向上を実感するところであります。

2020 年の東京オリンピックで益々の脚光を浴び
る豊洲にそびゆる白亜の殿堂に相応しい大学とし
て、100 周年へ向けた推進力の一翼を担うことは、
校友会の重要な使命であります。卒業生が社会に貢
献する事を念頭に、在校生への課外活動・就職活動
支援と、卒業生の社会活動の増進に向けた取組を更
に推進して参ります。

大学教職員の皆様との連携と共に、ご父母の方々
との懇談会、交流会での連携強化を通じて、持続的
な大学・後援会・校友会の三位一体となった相乗効
果の高まりは、芝浦工業大学の強みであります。在
校生支援を更に深め、卒業後の校友会活動へと伝統
と、その継承を祈念する次第です。

理工学系私学のトップブランドへと弛まない変革
の進む芝浦工業大学の校友会として、社会で活躍さ
れている諸先輩、校友の皆様方との絆を更に深め、

「時を大切に、母校・校友との輪を大切に」更なる
母校の発展に、より一層の寄与ができますよう努め
て参ります。校友の皆様からのご支援ご協力を賜り
ますよう宜しくお願い申しあげます。

芝浦工業大学 校友会

監査役

辻 村　建

建築学科
昭和 46 年 卒業

校友会歴
平成23年　常任幹事　選挙管理委員長
平成26年　常任幹事　常任幹事会議長

経　　歴
平成12年　大末建設㈱　取締役　東京本店副本店長
　　  　　大末パートナーズ㈱  代表取締役
平成24年　芝浦工業大学　施設管財部　担当部長

一昨年より、再度校友会副会長として執行役員の一員に就
かせて頂きました。校友会の執行役員としては、過去に常任
幹事会議長を 2 期、副会長（財務委員長）を 2 期務めさせ
て頂きました。一昨年より特別委員長に就任させて頂き、約
2 年その役職を務めさせて頂きました。

特別委員会は、現理事長の五十嵐久也理事長が校友会会長
時代に、全国の校友会の活性化を目的に設立されました。母
校の学生が箱根駅伝を走る姿を正月の 2 日、3 日に目にする
ことにより母校愛を再発掘し、校友会の活性化に繋げ、一丸
となって母校の発展に寄与することを目指しています。今か
らおおよそ 15 年前の平成 15 年に初めて起案され、平成 17
年に特別委員会が発足しました。初代特別委員長は、長友隆
男元理事長、その後、角野元副会長、枝広前副会長へと引き
継がれました。

その間、陸上部駅伝ブロックに係る支援を校友会として独
自に立案、予算化し、平成 24 年に初めて箱根駅伝予選会に
出場することが出来ました。平成 24 年に初出場した時は、
40 位でしたが、その後毎年出場し、昨年は予選会の出場は
逃しましたが、一昨年は 30 位の成績でした。その時、4 年
生の矢澤健太君が出場選手中 88 位となり、見事学連選抜に
選ばれ、皆様もご存知の通り、昨年 1 月 2 日 1 区を校友会、
大学職員、後援会の皆様の応援を背に見事に完走しました。

その結果、大学では、創立 100 周年記念事業「駅伝プロジェ
クト」が発足し、本格的に本選出場を目指し、駅伝に特化し
た学生の推薦制度を開始し、今年 6 名が入学しました。組織
体制も新たに発足し、部長に吉川総務担当理事が、総監督に
長く駅伝支援を牽引してきた角野和明先輩が、監督に前田直
樹さんが就任しました。

今後、特別委員会としては、今までと同様に箱根駅伝支援
を行っていきます。また、学生全体の支援を新たな使命と考
え、尚一層の活動の場を広げ、母校の発展に寄与していきた
いと望む次第です。

特別委員会　活動内容
・ 箱根駅伝出場のための陸上部駅伝ブロック

所属の学生支援（奨学金の給付等）
・ 昭和記念公園で 11 月に行われる箱根駅伝予

選会と埼玉駅伝の応援
・ 本学学生の正課外活動の支援　など

副会長・特別委員長ご挨拶
芝浦工業大学 校友会

副会長

加 藤　善次郎

機械工学科
昭和 55 年 卒業

校友会歴
平成12年　　　常任幹事就任
平成15年より　 常任幹事会議長、副会長（財務、特別委

員会委員長）の役職に就任　現在に至る

経　　歴
昭和60年　㈱日本環境設計　設立と同時に取締役就任
平成24年　 ㈱日本環境設計　代表取締役社長就任　 

現在に至る

監査役ご挨拶
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平成 26 年より監査役に就任して、2 期 5 年が過
ぎました。全国の校友の皆様から色々なご助言を賜
り、改めて御礼申し上げます。

この間、芝浦工業大学はス―パーグローバル創成
支援事業の採択を受け、5 年目となり、理事長・学
長並びに教職員の皆様が一丸となり高い目標に向け
て、確実に前進している成果を見て参りました。大
学の評価や偏差値も確実に向上しております。教職
員のご努力に感謝申し上げます。
「就職に強い芝浦」と言われますが、これは校友

の先輩方の勤勉なご努力の結果を各企業が評価して
いるものと考えます。私は学生を採用する仕事もし
ておりますが、企業は知力（知識力・技術力）だけ
ではなく、気力（精神力）や体力も加味して総合的
採用判断を致します。

東京オリンピックを前にして昨年、豊洲校舎では
学生のマラソン大会が開催されました。素晴らしい
試みです。

今後は、建設工事やメーカー工場の海外勤務者が
増えると思いますが、人種・宗教・環境の違いに対
応できる能力も必要とされます。知力・気力・体力
の備わった学生の育成の為、企業が求める人材の育
成の為、文武両道の高校生を受け入れるスポーツ加
点制度を制定することを目指して大学と歩調を合わ
せ、微力ながら校友会活動に尽力したいと考えてお
ります。

今後もご支援ご鞭撻を宜しくお願い申し上げま
す。

芝浦工業大学 校友会

監査役

飯 島　敏 春

機械工学科
昭和 54 年 卒業

校友会歴
平成23年　本部選出幹事
平成26年　監査役・常任幹事

経　　歴
平成19年　日本通運㈱　横浜警送支店長
平成21年　日本通運㈱　関東警送支店　部長
平成29年　 日通商事㈱　人事部調査役 

日本通運㈱　参与

本部監査役に就任して 2 年になろうとしていま
す。「在校生を 100% 就職させる」をモットーに活
動して参りました。

近年は、学生優位の就職環境ですが、それでも
10 月以降内定をもらえない在校生が数多く見られ
ます。まずは、中小企業に在校生が目を向けるよう、
各地で行われる当校の父母懇談会等において、中小
企業の魅力を父母・在校生に向け中小企業に入社し
た芝浦工業大学の若い卒業生に魅力を語らせており
ます。

その結果、近年 10 人程の卒業生を当社にも入社
させて頂いておりますが、ここ 1 年は在校生の採用
がありません。現時点で昨年より内定率が決して良
いわけではありません。

どうしても大企業への就職を優先したい、公務員
になりたい等の理由で就職ができていないのではな
いでしょうか。また、就職しなくとも生活が出来る
景気状況も影響しているように思われます。

監査役としては、定期的に監査役委員会を開催し
執行役員会、各種委員会、イベント等に出席しその
内容を報告し、規程に則り委員会活動、本部の活動
等が行われているかを検討し問題がある場合は、議
事録に記述し執行役員会に報告をしています。半期
ごとには、会計監査を行なっております。

今後、校友会会員を増やすため自身と関係した地
方の校友会活動に積極的に参加し活性化を図り、よ
り良い校友会になるよう努力してまいります。

芝浦工業大学 校友会

監査役

小 川　達 生

通信工学科
昭和 51 年 卒業

校友会歴
平成26年　本部常任幹事　就任
平成29年　本部監査役　就任　現在に至る

経　　歴
平成21年　㈱日新コンピュータシステム　代表取締役　就任
平成29年　 ㈱日新コンピュータシステム　取締役会長　就任 

現在に至る

監査役ご挨拶
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卒業生の皆様におかれましては、益々ご健勝のこととお慶
び申し上げます。

常任幹事会議長の任も、間もなく丸 2 年を迎えようとして
おります。昨年同様に、執行役員会・常任幹事会・所属委員
会等へ出席いたしまして、改めて皆様のご尽力に深く敬意を
表する次第です。また、常任幹事の皆様にはご多忙の中、常
任幹事会での熱心なご討議にも厚く御礼申し上げます。

昨年は、初めて総会議事の進行を務めさせて頂きましたが、
執行役員会の皆様と事務局の皆様のお蔭をもちまして無事に
閉会することができました。

例年ですと、会場で幾つかの質問を頂戴するところですが、
「箱根駅伝への支援継続」についての議案につきましても満
場一致で可決して頂きました。ひとえに皆様のご理解に感謝
しつつ、「矢澤健太」さんの第 1 区での自己ベストの快走に
勇気づけられた結果であると感じた次第です。

常任幹事会におきましては、一昨年同様、文倉副議長、内
山副議長お二人の多大なお力添えと常任幹事の皆様からの建
設的なご意見とご協力を頂いたことで、円満な議事進行を務
めることが出来ましたことを心より感謝申し上げます。

校友会全国総会・懇親会は、一昨年・昨年に引き続き好評
でありました品川プリンスホテルアネックスタワーにて開催
いたします。

今年度は校友会設立 90 周年＋（プラス）1 年の年となり
集客数を危ぶむ声が聞かれます。しかしながら、「2020 年
の箱根駅伝への予選会出場への切符は手にした」との情報も
あり、本全国総会・懇親会が校友会の一層の拡大と活性化に
繋がることと期待しております。

ご高承のとおり校友会は、本部及び支部選出幹事・卒業生
評議員候補者幹事・学内選出幹事より構成される幹事会が基
盤となっております。昨年度、常任幹事は 96 名が選出され
活動して参りましたが、ご不幸等で欠員となってしまいまし
た。定員は 100 名となっておりますので、是非、支部各位
から幹事・常任幹事をご推薦頂き、校友会設立の目的である

「会員相互の交流と親睦を深め、会員の社会活動の増進に寄
与すると共に、母校の研究事業を援助し、母校の発展に寄与
する」が強く推進されることを祈念いたします。

皆様におかれましては、校友会活動への変わらぬご理解と
ご参画を頂戴し、発展し続ける我が母校・芝浦工業大学の社
会的基盤強化に、ご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上
げます。

芝浦工業大学 校友会

常任幹事会議長

長谷川　健 嗣

機械工学科
昭和 57 年 卒業

校友会歴
平成26年　常任幹事就任
平成29年　常任幹事　常任幹事会議長

経　　歴
昭和57年　㈱吉田製作所　入社
平成29年　㈱吉田製作所　取締役　生産本部　本部長

常任幹事会議長ご挨拶
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校友会の皆様におかれましては益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

校友会だよりに寄せて一言ご挨拶申し上げます。

昨年は、創立 100 周年に向けた「真価を問われる 10 年」の始まりの年であり、重要な種まきの年となり

ました。特に豊洲キャンパス第 2 校舎計画が大詰めを迎えていよいよ今年に着工を迎えることや大宮キャン

パスの第 2 グラウンド整備、そしてテクノプラザの増強と、教育・研究環境の整備が着々と進行しております。

さて、芝浦工業大学の源流である東京高等工商学校は、1927 年に有元史朗が「社会に学び社会に貢献す

る技術者の育成」という建学の精神を掲げ創立し、この精神は 91 年を経た今も脈々と受け継がれ、10 万人

を越える卒業生は広く社会の中枢で活躍しています。そして、卒業生の弛まぬ努力の積み重ねとともに本学

のブランド力は着実に向上し、一般入試における志願者数は過去最高を記録した昨年をさらに超えて 46,505

名となり、全国 21 位となりました。私学経営の根幹を成すものは安定した志願者の確保であり、優秀な入

学生を集めることができるかどうかであります。

また、これまで「ブランド力の向上」という継続的な目標を掲げて努力してきたわけでありますが、昨年

においては日経主要 400 社への就職率が 32% を超え全国 4 位という事実は、学生の頑張りと努力に加え、

本学のブランド力が着実に向上してきていることを象徴しております。

昨年末の理事会では創立 100 周年事業として駅伝を支援することとなりました。大学にとって教育上ス

ポーツを行うことは極めて重要であります。本年の予選会出場はもちろんのこと、まずは昨年のように学連

選抜の一員として本学学生が箱根路を駆けること、そして 2027 年までにはチームでの箱根出場を目指すこ

とになります。

創立 100 周年にあたっては名実ともに、“日本の理工系私学トップランナー”“アジア工科系大学トップ

10”となる目標を掲げています。この達成に向けて課題は山積しておりますが、教職員のみならず校友会、

後援会の皆さまとの強い連携をもって、これまで以上に新たな挑戦を続けてまいりたいと思っております。

卒業生にとって母校が有名になっていく姿を見るのは本当に嬉しいことです。皆さまにおかれましては、

これからも発展の一助となっていただけますようお願い申し上げます。

最後に、校友会の皆様の今後ますますのご健康を祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

理事長挨拶

学校法人芝浦工業大学

理事長

五十嵐　久 也
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リクルートは、高校 3 年生を対象とした大学の志願度ランキングを毎年調査し、発表しています。
本学は、この関東圏理工系大学ランキングにおいて 2018 年に、前年の 15 位から 5 位へと大きく躍
進しました。その結果を報告する大学向け雑誌である「カレッジマネジメント」においても、注目校
として取り上げられています。

しかし、この調査は、多分野を対象としたものであり、学問分野別での評価は明確ではありません。
例えば、各大学には、看板学部や学科があり、大学の個性や伝統が反映されます。

そこで、リクルートでは、より大学の特徴を顕在化させるために、学問分野別の大学ランキングを、
2019 年 3 月に発表しました。

その結果は、電気電子情報分野では、本学の志願度は東京工大についで第 2 位でした。以下、東大、
筑波大、千葉大と続きます。機械分野では、東工大、千葉大、東大につぐ第 4 位です。建築土木では
第 5 位、エネルギー分野では第 7 位、そして、その他の工学分野では東大についで第 2 位でした。す
べての工学分野においてトップ 10 入りを果たしたのです。

大変、高い評価をいただいたと身の引きしまる思いです。その背景には、本学が、2014 年にスーパー
グローバル大学に、日本の私立理工系で唯一採択された実績があります。また、多くの卒業生が産業
界で活躍しており、就職に強い大学として認知されていることも、高位でランクインできた要因と考
えています。

ただし、この結果にただ満足しているだけでは、進歩はありません。その高評価に耐えうる大学と
して、今後も不断の大学改革を進めていく必要があります。幸い、教職協働のおかげで、本学は、先
進的な大学改革を進めている私立大学を財政的に国が支援する「私立大学等改革総合支援事業」にお
いて、唯一、全分野で 6 年連続採択されるという快挙を遂げました。

今後も、教育改革、研究力向上、グローバル推進、ダイバーシティ強化という課題に、全学を挙げて、
教職学協働で取り組んでいきます。

本学は、100 周年に向け、アジア工科系大学トップ 10 入りを目指しています。なかなか高い目標
ですが、大学全体が一体となって前進していけば、十分、到達可能と考えています。今後も、校友の
皆様の変わらぬご支援をお願いして、学長の挨拶と致します。

学　長　挨　拶

芝浦工業大学

学　長

村 上　雅 人
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◆システム理工学部全 5 学科で留学必須のプログラムがスタート
　2019 年度より、システム理工学部全 5 学科において「国際プログラム」をスタートします。国際
プログラムは、留学や英語による授業履修を必須とし、グローバルに活躍できる理工系人材の育成を
目的に導入されました。新入生のうち 1 割を上限として入学後に所属変更できるコースで、1 セメス
ター以上の留学、英語で開講される専門科目の 32 単位以上の履修、英語による卒業論文の提出・発
表が必須となります。
　本プログラムは、2017年度より3学科で先行スタートしており、現在36人が在籍しています。今回、
国際プログラムが全 5 学科に拡充することで、英語による専門科目の選択肢が増えます。その相乗効
果として、英語での受講を希望する短期留学生も本学に誘致しやすくなり、留学生と学ぶ機会も増え、
日本にいながらにして国際的なコミュニケーション力の向上が期待されます。

学内で留学生と国際研修科目に取り組む様子 ポーランドに留学中の国際プログラム所属学生

大学ニュース

◆国際学生入寮式を開催しました
　2019 年 3 月 28 日、大宮キャンパスに隣接する国際学生寮にて入寮式が、寮 1 階の多目的スペー
スで実施されました。留学生 26 人を含む 62 人の新入生が入寮し、計 123 人の寮生が新しい年度を
迎えます。国際学生寮は、留学生と日本人学生の共同生活の場として 2013 年 4 月にオープンし、こ
の度 7 年目となります。
　日本人学生も留学生も初めての顔合わせとなり緊張した面持ちでしたが、国際学生寮レジデントア
ドバイザーのリーダーが紹介され、乾杯の挨拶のあとは各フロアに数人ずつ選ばれている先輩学生の
RA が中心となって寮生を盛り上げました。食事会の後には、Keynote Bingo のゲームが行われ「自
分の部屋の上下階に住んでいる人」や「人形を部屋に置いている人」など寮生ならではの質問をしな
がら当てはまる人を探しました。初対面の学生同士が話すきっかけとなり、日本人学生と留学生が英
語で談笑したりする姿が多く見られました。
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●学生スタッフとのミーティング実施
　2018 年 4 月 19 日、豊洲キャンパスにて Shiba-jo プラチナネットワークの教職員と学生メンバー
が今年度の活動についての会議を実施しました。学生に対する告知方法や、芝浦工業大学附属中学高
等学校や、併設校の柏中学高等学校の女子生徒を対象としたイベントや進路選びなどのサポートの可
能性などの意見交換を行いました。

●柏中学高等学校にて中高生の進路選びをサポート
　2018 年 7 月 7 日、柏中学高等学校にてメンバーである電気工学科 2 年船野美和さん（現在 3 年）
が自身の受験や進路選びなどを振り返りながら講演を行いました。入試課学生スタッフでもある船野
さん。中高生の進路相談に対しても一人一人耳を傾け、アドバイスをする機会となりました。

Shiba-jo プラチナネットワークご紹介

● 2018 年度 懇親会開催
　Shiba-jo プラチナネットワークでは、メンバー同士のつながりをつくり、深めていく機会として、
メンバー懇親会を開催しています。最近では 3 月 9 日に、第 4 回目の懇親会を行いました。芝浦工
業大学男女共同参画推進室長の大倉典子教授が大学の男女共同参画の取り組みについて説明した後、
互いの仕事紹介や近況報告のほか、学生メンバーの進路相談に応えたり、今後 Shiba-jo プラチナネッ
トワークがどのように活動を発展させていけるかについても話し合うなど、大変有意義な時間となり
ました。今回も大学教職員、技術開発、事務職、学生などさまざまな立場のメンバーが参加しました。
今後も懇親会を重ねていきますので、興味のある方はぜひご参加ください。
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◆ Facebook グループを開設しました！
　この度、Shiba-jo プラチナネットワークの Facebook グループを作成しました。
　メンバー同士の交流の場として活用していきたいので、ご興味のある方、ぜひ参加していただけま
すと幸いです。下記 URL より、グループに参加できます。
URL：https://www.facebook.com/groups/shibajo/

Shiba-jo プラチナネットワークとは

　芝浦工業大学の女性卒業生、教職員、在学生でつくるネットワークです。2019 年 4 月現在のメンバー
は合計 170 名となりました。
　異業種／同業者交流としてご自身のキャリアに活かしたり、ご自身の活動を紹介する場所、再就職
のヒントを得る場所など、それぞれの立場で、メンバー同士がこのネットワークを活用しています。
ぜひ、あなたの活用方法を見つけてください！

　現在は、就職セミナーへの参加など女子学生への支援を中心として活動していますが、今後このネッ
トワークを活用した活動を広げていきたいと考えています。一緒に中心となって進めて頂けるメン
バー、活動におけるアドバイス頂ける方を募集中。
　また、在学生支援としてセミナーなどに登壇頂ける方も募集しています。ぜひお気軽にお問い合わ
せください！

入会申込はこちらから　　
https://goo.gl/bLzTAj

芝浦工業大学男女共同参画推進室内 Shiba-jo プラチナネットワーク事務局
TEL：048（720）6440
E-mail：desk-geuality@ow.shibaura-it.ac.jp

芝浦工業大学豊洲キャンパスにて行われた懇親会の様子
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実 学 サ ロ ン
〜 変革の時代の経営を考える〜

校友会活動に気楽に参加できる良い機会となっている

　実学サロンの講師は、毎回芝浦工業大学の校友です。社会で活躍す
る校友や在校生にとって、ビジネス経験や研究活動の経験を聞くこと
は、楽しく有意義なことです。魅力的な研究開発活動、エンジニアリ
ングやマネージメントを学ぶには、その道で体得された方に聞くのが
一番です。
　実学サロンの目的の一つにネットワーキング（人脈づくり）があり
ます。卒業後、ほとんどの校友がエンジニアとして活躍され、やがて
マネジャーや経営者となります。
　変革の時代のマネジャーは、多様な創生力です。日本の多くの技術
者が企業内の交流に終始し、異業種との交流をおろそかにしています。
7 年目に入った実学サロン、校友の先輩や後輩が業種を越えて情報交
換する場として、実学サロンでの出会いが皆様のビジネスのお役に
立ってきました。

大変良い企画だ
（69.9％）

良い企画だ
（30.1％）

実学サロンの企画

図１　アンケート集計結果（26 回～ 28 回）

活躍している多様で多彩な校友との交流の場の提供
　すでに 28 回開催している『実学サロン』、7 年目になります。講師
は、芝浦工業大学校友会の校友にお願いをして取り組んで参りました。
28 回の実学サロンの講師を務めてくれた校友の方々は、実に多様で多
才であります。社会に出て活躍している校友を探し出し、ご紹介した
いとの趣旨にかなった実学サロンが実行できていること、関係者のご
協力に感謝しております。
　アンケートには「専門外の深い講義はとても新鮮に感じました」「先
輩方のためになる話を聞ける大変良い企画である」「引き続き継続をお
願いします」などがあり、有意義な実学サロンとなっていることが実
感でき、安心しています。今後の課題は、更に参加者を増やすこと、
実学サロンを通じて、在学生が参加しやすい仕組みにできないか等、
課題山積です。校友の皆様の更なるご支援をお願いします。
 副会長・総務広報委員長　林田 和雄

挨拶する林田和雄副会長

建築士としてロンドン五輪の競技場づくりに取り組んだ山嵜氏は「五輪後の日本を考えることが重要」と講演（26 回）で語る。
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若いメンバーを巻き込み、活気ある実学サロン

　2012 年 7 月に第 1 回を開催し、2016 年 1 月末の時点で
28 回の実学サロンを開催することができました。60 名近い
参加があるときもありますが、毎回 30 名以上の参加者となっ
ています。
　「実学サロンの企画」に対する 5 段階評価のアンケート結
果（図 1）を見ますと、「大変良い企画（69.9%）」と「良い
企画（30.1%）」の 2 段階のみに回答が集中しています。企
画に対する参加者の満足度が非常に高いことが分かります。
　実学サロンを通じて、校友が定期的に母校に集まることが
できる機会の提供ができていることや、知ることが難しい校
友の活躍の実例にふれることなどの意義が、校友の皆様に理
解されている結果だとみています。
　講演終了後は、7 階の校友サロンで懇親会を午後 9 時まで
の 1 時間余開催しています。実学サロンは無料ですが、懇親
会は、実費の一部の 2 千円を負担頂いております。なお学生
の皆さんは、無料にて参加できます。
　懇親会では、講師との懇談や、校友同志での名刺交換など、
先輩と後輩間での異業種交流が盛んに行われています。異業
種交流の場として、役立っているとの感謝の声も聞くように
なりました。是非ご参加し、ビジネスに役立てて頂き、校友
の輪を広げたいと願っております。
　「実学サロンの参加者が少なくてもったいない」「もっと参
加してもらうことはできないのか」等、要望が出されていま
す。その対策の一つとして、校友会事務局では、下記に示す「実
学サロン案内サービス」を行い、リピーターを増やことに取
り組んでます。
　案内サービスを希望される校友の皆様は、事務局までメー
ルにて、ご連絡ください。登録して頂きますと、次回以降の
開催案内をメールにてお送り致します。
　毎回 100 名程度の参加者を目指して、案内に工夫を凝ら
して取り組んでまいります。ご助言を含めてご支援いただけ
れば幸いです。

「実学サロンでシンガーは、初めての登場です。多彩
な人材を輩出している芝浦工業大学の校友の一人で
あるマイケル・中山氏との出会いは貴重だと思い企
画をしました」と紹介する推薦者でもある司会の小
平和一朗（右）。（27 回）

実学サロン開催案内連絡サービス
　実学サロンの案内をメールにて希望の方は、

「メールアドレス」と「氏名」と「学科・卒業年次」
を校友会事務局まで、下記メールアドレスに、ご
連絡ください。
E-mail : sitfriends@shibaura-koyu.jp

実学サロン開催の案内と開催実績
　案内は、校友会のホームページをご覧下さい。

http://www.shibaura-koyu.jp/salon/index.html

表１　実学サロンの開催一覧（第 26 回～ 28 回）

回　数 テーマ 講　師 所　属 卒　業

第 26 回
2018.6.29

ロンドン五輪で働いた建築士から東京五輪へのメッセージ
＜都市をプレゼンする大会の在り方や計画立案の背景を語る＞

山嵜　一也
山嵜一也建築設計事務所

代表

2000 年
大学院建設工学

修士課程

第 27 回
2018.9.28

心に響く歌を歌い続けて半世紀
＜就職せずにジャズシンガーの道を目指す＞

マイケル　中山 ジャズシンガー
1969 年

機械工学科

第 28 回
2019.1.25

コンサートの音づくりを手掛けて 40 年
＜音楽が好きだから取り組んだ音を伝える技術＞

清宮　昌治
㈱コーストライン

代表取締役
1979 年

工業経営学科

清宮昌治氏を推薦した中根眞行氏（右）が講師紹介
をした。（28 回）

講演終了後の懇親会で学生と懇談する清宮昌治氏。
（28 回）
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報告「実学サロン」

 2018 年 6 月 29 日　芝浦キャンパス内

 講師　山
やま

 嵜
ざき

　一
かず

 也
や

 （山嵜一也建築設計事務所　代表）
 （2000 年大学院建設工学修士課程）

　今回の実学サロンの講師の山嵜一也氏は、若くしてロンドンにわたり、現地の設計事務所でロンドン五
輪の招致の段階から、関わり合いを持ってきました。「ロンドンは五輪の開催を目的にしたのではなく、英
国を世界に売り込むための壮大なプロモーションを仕掛けました。また、未来から逆算することで、どの
ような五輪にするかも考えた」と語っています。モノづくりやコトづくりにあたっては、何をプレゼンす
るかのコンセプトが重要です。山嵜氏が学んだ、ロンドン五輪について、ご講演をして頂きました。まさ
に 2020 年に東京オリンピックを迎えようとしています。オリンピックに関わり合いを持つ校友も多いか
と思います。山嵜氏の講演を参考に、意見交換をすることができました。

2012 年のロンドン五輪でサスティナブルな五輪競技場計画づくりを建築士として経験

　2020 年夏、東京に五輪がやってきます。東京と同じ成熟都市で開催された 2012 年のロンドン五輪がど
のようなものであったかが注目されています。参照すべきは、五輪大会のあり方など、そこに至るまでの計
画立案の背景に目を向けるべきと考えます。
　2001 年から 2012 年まで、私はロンドンで建築設計士として、一連の五輪プロジェクトに断続的に関わ
りました。サスティナブルな五輪競技場計画を建築士として経験し、祭りの高揚感を市民として体験しました。
ロンドン五輪では「競技場は夏祭りの“脇役”でしかない」という、成熟したイギリスの考え方がありました。
ネット環境や移動手段の発達により、世界がグローバル化するほど、都市や建築というローカルな魅力が最
高のコンテンツになることを、ロンドンは五輪を通して世界にプレゼンしました。
　「東京五輪で世界に発信すべき日本の魅力は何か」「競技場の計画」「そしてまちづくりの観点」などを実学
サロン参加者の皆さんと一緒に考えることができました。

祭りやぐらでつくられた安価な施設

　ロンドン五輪で一貫していたのは、五輪のような巨
大イベントであっても、建築物や施設はほどほどでよ
いという割り切りである。「祭りやぐら」「都市の借景」

「メディアを通して見得を切る」の 3 つのキーワード
があります。
　写真 2 は、お金をかけずにパイプでつくられたメイ
ン会場の外観の写真です。
　建築監理をしたのは、馬術競技場で場所はグリニッ
ジパークです。その公園自体が世界遺産で、作った
２万３千人収容のスタジアムは、鉄パイプを組み合わ
せて作った、取り壊しを前提にしてつくりました。バッ
キンガム宮殿近くにつくったビーチバレーボール会場
も装飾はなくパイプでつくられていて、まさに「祭り
のやぐら」のつくりでした。

実学サロン： 第 26 回

ロンドン五輪で働いた建築士から 
東京五輪へのメッセージ

－ 都市をプレゼンする大会の在り方や計画立案の背景を語る －

写真 1　 「五輪を目的とせず五輪後を考えた施設づくり」と
語る講師の山嵜一也氏
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ロンドンの都市づくりに対する懐の深さ

　メインスタジアムは、開会前に見た時、安っぽくみえまし
た。開会式の演出は、素晴らしく開会前の不安を打ち消して
くれました。建造物には、お金をかけていませんが、それを
微塵も感じさせない演出は見事なものでした。それを見て、
建築家として新たな発想の必要性を学びました。（写真 2）
　ロンドン五輪を作り上げた「建築物なんてこの程度でいい
のさ」という、この一歩引いた建築感に、大英帝国の懐の深
さと余裕、都市づくりに関する歴史と成熟さを感じました

借景、競技の背景に伝統の建物を入るよう意識

　馬術競技場、障害物を跳び越した人馬の先に新金融街の高
層ビルが見えています。金融街に向かってジャンプしている
ようでした。そこに伝統と革新の融合を見ました。（写真 3）
　五輪は、テレビ中継で見る人が現地で見る人よりも何万倍
も多いのです。映像もその背景をうまく取り入れた画面作り
に長けていました。マラソンは、市内を 3 周するコースを作
りました。バッキンガム宮殿やビッグベンなどの名所旧跡を
回るコースにして、テレビの中継映像に都市景観が入るよう
配慮していました。ロンドンの街並みを売り込んで、観光案
内になっています。

五輪開催がゴールではない、五輪後の日本を考える

　観光立国を目指し始めた日本。五輪後の観光を考えて東京
を売り出すことを考えるべきだと思います。交通インフラは
整っているし、1964 年五輪でつくられた遺産も沢山ありま
す。東京にある売り込むべき観光施設を借景にした競技場づ
くりに取り組み、海外の方たちに対してこの機会に東京を売
り込むことがよいと考えています。
　例えば、明治神宮を舞台に仮設の馬術施設をつくり、明治
神宮の豊富な緑を生かし、ゴールを外国人が写真に収める大
鳥居にするなどの配慮も面白いです。東京駅の丸の内側の駅
前も整備されました。その前庭を使って、東京駅を借景にす
ることもできるし、皇居前広場など、売り込むべき景観は沢
山あります。
　五輪を開催することがゴールではなく、五輪を手段にして、
五輪後の日本を考えることが重要だと思います。今日の参加
者にも五輪施設建設の関係者が沢山いると思います。参考に
なれば幸いです。

写真 2　 ロンドンオリンピックメインスタジアム外観

写真 3　グリニッジ馬術会場の外観（遠景）

写真４　 ロンドン五輪のコンセプトに聞き入る校友

【講師略歴】
　山嵜　一也氏（やまざき　かずや）氏
2000 年 3 月芝浦工業大学大学院修士課程修了。レイモンド建築事務所を経て 2001 年単
身渡英。ロンドンを拠点に建築設計活動を開始。ヘイクス アソシエイツ勤務時（2001 〜
2003 年）に大学の音楽堂、住宅改修、観光情報キオスク・ワイカラービジターセンター（RIBA
地域賞）橋梁などに関わる。アライズ アンド モリソン アーキテクツ勤務時

（2003 〜 2012 年）にロンドン五輪計画で誘致マスタープラン模型制作、レガシーマスター
プラン、グリニッジ馬術 & 近代五種競技会場、キングスクロスセントパンクラス地下鉄駅改
修（ICE Awards, National Rail Awards）で現場監理。2013 年 1 月、日本に帰国。
個人活動 : 第 243 回王立アカデミーサマーエキシビション入選。イタリアベネトン店舗コン
ペ入選。大阪五輪 2008 招致活動で戎橋筋にオブジェ展示（DDA 賞）など受賞。
女子美術大学や芝浦工業大学で非常勤講師など。
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報告「実学サロン」

 2018 年 9 月 28 日　芝浦キャンパス内

 講師　マ
ま

イ
い

ケ
け

ル
る

　中
なか

山
やま

（本名　中山重治）
 （ジャズシンガー）
 （昭和 44 年機械工学科卒業）

　今回の実学サロンの講師のマイケル中山（本名 : 中山重治）氏は、就職が決まっていた会社を悩んだ末
に辞退し、ジャズシンガーの道に入りました。その音楽の道も、プロの歌手になって 50 年近くになります。
講演といっても、語って頂くのではなく、「マイウエイ」「モナリザ」「スマイル」などの校友にも想い出深
い曲を選んで頂き、ギター弾き語りで、歌ってもらいました。約 1 時間 30 分、マイケルを引き付けた音
楽にふれあい、感動のひと時を涙して過ごすことが出来ました。

エンジニアリグに対する考え方が身につきました

　こんばんは。芝浦のはみだしものマイケル中山です。1969 年に機械 1 科を卒業しました。9 月で、73
歳になりました。紹介をしていただいた小平君（小平和一朗　実学サロン担当）とは、一緒に軽音楽部で
JAZZ をやっていました。芝浦に入ったとき、機械科に願書を出しました。1 科か 2 科かというので、1 科に
入ってしまったら、とんでもない厳しいところでした。ご存知の方も多いと思いますが、弓削先生という方
がおりました。授業の半分はお説教です。そのお説教が、身にしみるのです。芝浦の機械 1 科に入ったので、
エンジニアの根性を叩き込まれました。決してその講義が嫌だったのではないのです。エンジニアリングに
対する考え方が身につきました。
　音楽がやりたくて、就職を断った訳ではなかったのです。当時、学園紛争もあり、卒業できるかわからなかっ
たので、迷惑をかけてはいけないので内定を断りました。歌の道に入り色々な人に出会い 50 年やりました。
学生時代からプロの人にも良く出会うので、歌の道で飯（めし）が食えるとは思っていなかったので、進む
つもりはありませんでした。しかし、仕事として取組み、人にも知られるようになりました。
　ナットキングコールが、良く歌っている歌、『モナリザ』を聞いていただきます。絵の「モナリザ」を想い
浮かべてつくった曲だと思います。

音楽の世界もある意味でモノづくりです

　私の父が早稲田の電気を出たエンジニアであったので、大学に行く
のであれば理工系と思っていました。工作するのは好きで、和風総本
家をよく見ていて、職人さんが出てくると、目を輝かせてみています。
後で考えたら、機械 1 科でやっていることは、私にはレベルが高かっ
たのです。モノを作るのが好きだったのです。今でも家の中のものは、
直します。子供は、おもちゃが壊れると「パパの所に持っていけ」と
なります。モノづくりが好きで、職人さんが好きです。
　音楽の世界もある意味でモノづくりである。歌っている曲はオ
リジナルではないカバー曲を歌っている。そこで自分で作ってい
かないといけないという意識があります。
　次の曲『思い出のグリーングラス』は、トムジョンズが歌って
います。フォークソングでも何でもないのですが、森山良子さん
が歌って爽やかな歌にしてしまっていますが、明日の朝、絞死刑
になる前の日にふるさとを想って作った曲です。
　日本語の歌を歌って欲しいとの要望があるので、佐々木勉さんの歌が流行っていた『あなたのすべてを』
をやります。普段歌ったことはありません。人前で歌うのは初めてです。あの頃の曲は、刻み込まれています。

実学サロン： 第 27 回

心に響く歌を歌い続けて半世紀
－ 就職せずにジャズシンガーの道を目指す －

高層ビル霞が関ビルを設計した池田武邦氏のエ
コロジー、自然回帰の気づきを紹介して「What 
a wonderful world」を歌う。50 年も前の詩の
中に環境問題が歌い込められているという。
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ノーベル賞のボブディラン

　次はノーベル文学賞を取られた、ボブディランの
歌『風に吹かれて』をやります。歌詞を直訳すると「ど
れくらいの道を男と呼ばれないで歩いた男がいたこ
とか。いるに違いない」。この詩が理解できません
でした。何十年か経って分かりました。白人は、白
人同志ですと「ヘイメン」といいます。白人の人は、
黒人に向かっては「ヘイボーイ」といいます。どん
なに年を取っているおじさんでも「ヘイ、ボーイ」
というのです。「ヘイ、メン」と呼ばれるようにな
るには、どれほどの時間がかかったかという歌です。
単なる歌ではないとのメッセージです。

「いいもの聞かせてもらいました」が一番うれしい言葉

　音楽における解釈を話します。クラシックであると、指揮者が自分の解釈を求めて演奏をします。私たち
は耳でやります。聴いたままやると、コピーでしかないのです。コピーをしても仕方がないので自分の歌に
しなければなりません。最初のころは楽譜が無いので、聞いた曲でやろうとすると、コピーでしかできません。
この曲良いねと思ったら、必ず楽譜を探します。我々の世界では「ジャスト」というのですが、楽譜を見て
また覚え直す。それをしないと自分の歌になりません。
　自分の歌にすることが最大の目的で、レコードを聴いてそのままやったのでは、聞いていただく人に感動
を与えることはできません。聴いていただいた人に「良い声してますね」では、余りうれしくありません。
いい声は、親からもらったものだからです。「いいもの聞かせてもらいました」と言われるのが一番うれしい
言葉です。こちらから何かが伝わっているという確信を持てるからです。
　解釈がいろいろある『千の風になって』を歌います。日本では、オペラ歌手が朗々と歌っています。この曲は、
9.11（ニューヨーク）追悼の式で、ネイティブアメリカンに伝わっている詩を少女が朗読しました。その詩
を日本では、新井満氏が日本語に訳して、作曲もしました。新井満さんも歌っています。秋川さんのを聞いて「こ
れはこういう歌ではない」と思い、自分の解釈で歌います。

人間の生き方と何かを考えながら、これからの人は色々とやって頂くと良い

　私は理科系という立場できましたが、音楽は文化系です。そういう人たちに交じって仕事していますと、い
やおうなしに文科系の思想が入ってきます。理科系の人は推理小説が好きです。答えが出てくる小説が好きで、
答えがあるかどうかわからない文学は好まれません。ですが山本周五郎を読むと、人間の生き方を感じること
ができます。自然科学を否定するわけではありませんが、ここにいる多くの皆さんが第一線を退いていますが、
エコロジー、人間の生き方とは何かを考えながらこれからの人は色々やって頂くと良いと思います。
　『What a wonderful world』は 50 年の前の歌ですが、歌詞の最後に「子供の泣き声、赤ん坊の泣き声が聞
こえてくる。この子たちが大きくなったら、この子たちは、我々よりも最も素晴らしいものを学んで、きっ
と立派にしてくれる」。歌の中で環境のことを 50 年前にいっています。知らないで歌っていましたが、この
歌は環境のことを歌っていることに気付きました。50 年前に作詞した人がすごいと思いました。
　「世界はワンダフルワールド、素晴らしい。残していけないかもしれないが、次の世代は賢いから何とかし
てくれるだろう」と歌っています。

50 年の人生が刻みこまれたマイケルの歌に皆、感動し、涙した

【講師略歴】
　マイケル　中山（本名：中山　重治）
1969 年 3 月　　芝浦工業大学機械工学科卒業
1969 年 4 月　　フリーのジャズシンガー、　校友会組織「69（ムク）の会」会員。

（注） 歌った歌は、①モナリザ、②思い出のグリーングラス、③あなたのすべてを、 
④風に吹かれて、⑤スマイル、⑥千の風になって、⑦星に願いを、 
⑧ What a wonderful world、⑨マイウェイ。
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報告「実学サロン」

 2019 年 1 月 25 日　芝浦キャンパス内

 講師　清
きよ

 宮
みや

　昌
まさ

 治
はる

 （㈱コーストライン　代表取締役）
 （1979 年 3 月工業経営学科卒業）

　今回の実学サロンの講師の清宮昌治氏は、コンサートを演出する裏方として、数多くの実績をお持ちです。
PA（Public Address：仮設音響）という仕事の認知度が日本では低く、市民権が得られていないと清宮氏
は語ります。PA システムの基礎と歴史を学ぶとともに、能の舞台を取り上げ、日本に於ける建築音響にも
言及していただきました。イベントを演出する、コンサートを支える舞台裏の音楽秘話を含めて、演歌歌
手のエピソードなどの人間模様を語れる範囲で語って頂きました。

音楽評論家になりたく、外語大を目指す

　PA（ピー・エー）システムの変遷について、話します。PA とは、
パブリック・アドレス （Public Address）の略です。ヒットラ―の
演説を多くの人に伝えようとしてマイクを使ったのが PA の原点
と言われています。音響システムである、PA の変遷について説明
をします。
　まず、なぜこの仕事を選択したかについて話をします。高校の
時から洋楽が好きで、評論家になりたかったのです。昨年のサッ
カーの日本代表の監督の西野朗監督は、高校の同級生です。自由
な校風の学校で、彼を含め、基本的に進学指導を受けませんでした。
　音楽評論家になるためには、国際基督教大学あるいは東京外語
大学に入り、英語の勉強をしようと考えていました。洋楽の訳を
含めて、英語が堪能でないとできません。3 年生の時、古文か微
積かの時に微積を選択してしまいました。担任にどこに行きたい
かと聞かれ、外語大か基督教大学に行きたいと言ったら「お前、馬鹿か」と言われ、国立には行けないし、
微積を取ったら文系には行けないと言われてしまい困りました。
　それが第一の挫折です。文系に一番近いのが、理科大の経営工学科だというので、受けて落ちて、浪人をし、
本学の工業経営学科に入りました。卒業して、PA の道に入りました。もともとは、文系の人間です。

武道館でのビートルズの講演が PA の始まり

　写真 2 は、ビートルズの日本公演です。この時に日本の PA の歴
史が始まったといわれています。武道館での講演で、はじめて PA を
入れました。
　当時ギターは、ギターアンプを通して流れます。ここで何が足りな
いかというとボーカルです。ボーカルとドラムだけが生です。ギター
の電気的音量とボーカルとのバランスをとるために、ボーカルに PA
を入れました。1966 年武道館のビートルズ公演、歓声によって、聞
こえなかったというのが通説です。並んでいるのは、ほとんどがギター
アンプです。VOX は英国製の有名なギターアンプです。
　ステージ前方に設置されていたのが、ボーカルのみの PA に使用し
たスピーカーです。

実学サロン： 第 28 回

コンサートの音づくりを手掛けて 40 年
－ 音楽が好きだから取り組んだ音を伝える技術 －

写真 1　 「有名タレントの舞台を見入ってしま
うとミスが起こる」と語る清宮氏

写真 2　 ビートルズの武道館での公演（1966）
の時に PA の日本の歴史が始まった
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70 年代の PA の仕事は力仕事でした

　1970 年代の PA の仕事は力仕事でした。卒業して
の仕事は、大卒、高卒に関係なくスピーカーを積み上
げることでした。最近のこういう作業は、モーターで
吊ってやっています。入社後 2 カ月ほど経つと、筋肉
マンになりました。持ち上げているのは、音響レンズ
を装着した JBL のスピーカーです。（写真 3）
　皆さん原色の派手な T シャツを着ています。昔は
派手でした。1980 年代末頃からツアースタッフの T
シャッツ徐々に黒に変わって行きました。外タレの影
響と言われています。

デジタル化の波がおし寄せてきました

　2000 年代から、デジタル化の波が押し寄せ、革新的な変化が起きました。ラインアレイスピーカーは、
水平の指向性を、80°としたら、80°で、90°としたら、90°になります。垂直ラインが湾曲していることで、
観客席をなめるように音を届けることができます。ラインアレイは、画期的なことです。聴いて驚いたのは、
飛んでくる力が強いことです。ラインアレースピーカは、JBL だけでなく各社が作っていて競争しています。
　最近では、会場の広さ（長さ）や、垂直レベルの高さ、席の大きさをコンピュータに入れると、アレースピー
カーの配列をアレイカリキュレーターが出してくれます。手作業で「こんなんでいいんじゃないか」ではなく、

「これだけの音と指向性を保つことができます」と出てきます。ただ、我々は、自分の耳を大切にしています。
やはり音が違うと、自分でやり直します。「AI には負けないぞ」とやります。

情の厚い人たち多かった、ツアースタッフ

　1979 年に大学を卒業就職して最初に参加したツアーが「夕暮れ時はさみしそう」というフォークソングがヒッ
トした、3 人組のニユー・サディスティック・ピンクにつきました。ツアーでは、演歌でも、歌謡曲でも、フォー
ソングでも、ニューミュージックでも、最上位に「舞台監督」がいて、次がステージを作る「道具」と言われる人、
その次に「照明」、その次に音響（PA) となります。幸運なことにバンドが入ると、バンドの楽器をセッティン
グする「ボウヤ」と言われる人がいて、最下位から逃げられます。
　当時、地方には市民会館しかありませんでした。市民会館の管理者は公務員です。皆さん 21 時に退出厳守
が原則です。20 時に公演を終わらせて、21 時までに機材をかたづけて搬入口に出したとたん、搬入口は閉め
られます。音響機材などを全て、4 トン車に積んで終わりとなります。皆さん「地がすり」って分かりますか。
舞台は木なので、その上に「地がすり」と言われる布を舞台にひいて、舞台設備をつくります。最後に舞台か
ら「地がすり」を撤きトラックに積み込みます。次の公演地では最初に降ろすのが「地がすり」となる訳です。
　その「地がすり」を最後にしまって、トラックを閉めたとたん「清宮飲み屋を探してこい」と言われます。
既に 9 時を過ぎています。地方は、10 時には店を閉めてしまいます。しかし、地方でも「1 時まで飲める店を
探してこい」と言われます。コンサートは、その日限りの仕事
です。なぜ飲まないといけないか、「無事終わったら、とりあえ
ずその町でしめることが、業界の習わしです。そのしめをやら
ないと納得できない」。1 時までやる店が、地方にはありません。
携帯の無い時代です。お店を探すのには、苦労しました。打ち
上げの飲み代は、偉い順にお金を出してくれます。店探しで走っ
た分「今日は出さなくていい」となります。
　裏と表の礼儀というのがあります。「決してサインは貰うな」

「俺たちと看板（出演者）との間は、フィフティ・フィフティ（50・
50）の関係でなければいけない」「出演者にへり下ってやるこ
とは無い」「あいつらも、へり下っていない」「その関係を保つ
ために、サインは貰うな」と厳しく言われました。
　若い人が入ってきたら、そのあたりをきちんと伝えようとし
ています。有名タレントの舞台を見入ってしまいますと、ミス
も起こります。我々の品格をいかに保つかに苦労しています。

写真 3　昔は派手な T シャツでした。今は黒。

【講師略歴】
　清宮　昌治
1979 年 3 月 芝浦工業大学工業経営学科卒業。
1979 年 4 月 ㈱サウンドクラフト入社。
2002 年　 　  ㈱コーストライン設立。 

代表取締役に就任。
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　2018 年 8 月 27 日から 2 週間、建築工学科 3 年の佐藤絢音さんを、シンガポールの病院建築現場
で受け入れ、インターンシップを実施しました。シンガポール人だけでなく、日本、マレーシア、フィ
リピン、インド、ミャンマーなど、様々な国から来ているスタッフとコミュニケーションをとりながら、
こちらで用意した、現場での工程管理や安全管理、施工図のチェックなど、様々な業務に積極的に取
り組んでくれました。
　また、地下鉄工事現場や病院建築現場の視察や BIM 講習の中では、疑問に感じたことに対して質問
し、いろいろなことを吸収したいという姿勢が感じられました。
その他、期間中にシンガポールに来られていた、五十嵐理事長の現場訪問や校友会シンガポール支部
の皆様との夕食会など、大学関係者との交流もあり、業務とは違った様々な話を聞けたのではないで
しょうか。
　今回実施した 2 週間のインターンシップは非常に中身の濃い、充実したものだったのではないかと
思います。佐藤さんの今後の研究活動や将来の一助になることを切に願いますし、これまでよりもっ
と“モノづくり”に興味を持っていただく、きっかけになればと思います。

＜建築工学科　佐藤絢音さん＞
　3 年夏休みの 2 週間シンガポールへ行き、五洋建設の建築現場でインターンシップに参加しました。
当時は初めての建設現場での実習で、設計図から建物を建てるまでの工程や仕事量の多さを知ること
ができました。大学の授業では大まかな全体像しか分かっていませんでしたが、施主やサブコンとの
契約の重要さや海外ならではの工程管理の大変さを間近で感じることができました。建設関係の仕事
に就きたいと前から思っていましたが、現場の最前線で働く人たちを見て話を聞いたことで、施工管
理職を志す決意をすることができました。
　また黒田所長の計らいで、シンガポールで活躍する芝浦工業大学の先輩方にもお会いすることがで
き、私も先輩方に続いて世界で活躍する人になりたいと強く思いました。

2018 年 8 月 27 日～ 9 月 7 日まで、インターンの学生を受け入れました。

インターンシップ
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支 部 活 動 報 告

北海道支部  支部長　米澤 稔　建築学科　昭和44年卒業

青森支部  支部長　木村 喜有　土木工学科　昭和44年卒業

平成 30 年 9 月 6 日に勃発した北海道胆振東部地震に
より、多くの人命が失われ、地崩れやブラックアウトな
ど地震被害は甚大でした。被害に遭われた皆様には、心
よりご冥福とお見舞いを申し上げます。この震災に際し
て、大学、校友会本部の皆様にご心配頂き、この場を借
りて、お礼申し上げます。

校友会北海道支部は 6 分会で構成されており、現在
の登録会員数は 470 名ほどになります。本部の活動に
協力し、本学の発展に寄与すべく年間の活動を推進して
います。また、各分会および部会ごとに、忘年会・新年
会・ゴルフ会などにより交流・親睦を図っています。ま

た、情報紙として「北海道支部だより」の発刊を続け、
支部の貴重な歴史を刻み進んで参ります。

平成 30 年 5 月 19 日の第 53 回総会には、来賓とし
て鈴見会長、五十嵐理事長、野口常務理事ほか後援会北
海道支部の役員の皆様にご臨席を賜りました。基調講演
では本学より建築学部の秋元孝之教授をお招きし、ゼロ
エネルギーハウスへの先進的な取り組みに関する講話を
頂きました。会員一同、興味深く関心を寄せていました。

新年度においては、支部活動を活性化する為に、本校
や校友会の情報提供と支部会員の拡大に努め、年間事業
の充実を図っていきたいと思います。

青森支部は昭和 53 年に発足し、今年で 41 年を迎え
ます。現在会員数は約 200 名です。

青森県は主要都市が分散しており遠方での支部総会開
催は、なかなか会員が集まりづらいため、青森市、八戸
市、弘前市と 3 市を巡回する形で行っています。現在
青森支部の活動としては、年 1 回の総会の他、北海道
支部函館分会との青函交流会を毎年相互地域で開催して
おります。

東北地区の他支部総会参加等の交流を行っています。

また、一昨年から支部総会に日程を合わせゴルフ親睦コ
ンペも開催しました。

地方都市の悩み同様、年々会員の高齢化が進み、若い
方の入会が少ない為、支部活動の活性化に知恵を絞るも
のの、なかなか現状は変わりません。青森県在住の方、
青森に縁のある方、是非一度ご参加ください。特に若い
方、女性の方は大歓迎いたします。芝浦工業大学卒業を
誇りに思い、OB のパイプを持つことはきっとプラスに
なると思います。
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岩手支部  支部長　遠藤 龍一　建築工学科　昭和50年卒業

校友会の皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び
申し上げます。

最近の岩手支部総会は、本部総会の報告を兼ねて 6
月下旬に開催しております。

今年度は平成 30 年 6 月 30 日（土）に、盛岡市駅前
のホテルルイズで、芝浦工業大学　専務理事の早乙女徹
様、友会副会長の中村行男様、青森支部長の木村喜有様
をお迎えいたしまして、支部会員 13 名の参加の中、和
気藹々の開催となりました。当支部も年々参加者の高齢
化が進み参加者も減少傾向にあり、若い人達にも案内活
動をしていますが、新規参加者がここ 3 年程無く苦慮
している次第であります。

幹事会は総会前、年度末に開催（年に 2、3 回程度）
しています。

支部行事としては年 1 回のゴルフ大会を 10 月 27 日
に予定しておりましたが、豪雨のため中止となりました。

12 月 15 日に支部総会で 10 年以上もお世話になって
いるホテルルイズが 31 年の 2 月で閉店するとのことな
ので、有志で感謝の意を表し忘年会を行いました。

岩手在住の卒業生の皆様で支部総会にご参加されたこ
とのない方は是非一度参加をお願いします。芝浦での話
題やら、なにやらで大いに盛り上がりましょう。お待ち
しております。

秋田支部  支部長　池田 広志　建築工学科　昭和55年卒業

全国の芝浦工業大学校友会の皆様に秋田支部からお便
り申し上げます。

秋田支部総会は例年 7 月第 1 金曜日と決め、大学や
校友会本部からも来賓を招き、平成30年は7月6日（金）
に、多くの方から参加を頂いて開催いたしました。

年に一度の総会では、学校の最新情報のお話し聞きな
がら母校の躍進ぶりを感じ、諸先輩の様々な活躍の話題
に華が咲き、元気な笑顔とともに宴は大いに盛り上がり
ます。

今年は元号も変わり、芝浦工業大学創立 100 周年に
向かって、新しい時代への期待感が益々高まります。私
たち校友会会員は、同じ芝浦工業大学の門をくぐり、青
春時代の同じ「記憶」を持つ「絆」で結ばれた同窓生で
す。昭和から平成、さらに新しい時代へと躍進する母校
の姿を、皆さんと一緒に見守っていきたいと思います。

全国校友会の皆様、今後とも、どうぞよろしくお願い
します。
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宮城支部  支部長　杉﨑 年英　土木工学科　昭和48年卒業

東日本大震災から 8 年を迎えて
震災当時地獄絵図のようだった海岸線付近の住宅街・

商業施設も、今は何事も無かったような平和なおもむき
となっている。

但し海岸線には視界を遮る防潮堤が鎮座し、ここから
先は危険地域ですよと囁いているようだ。

防潮堤の内側は、震災など無かったように賑わいを取
り戻しつつあるかのようだが、いまだに仮設住宅を出ら

れない生活弱者がいるのも事実だ。
完全な震災復興終結宣言は、福島原発の始末を含めて

いつになるものかと考えさせられる、せめて孫の代にま
では引きずりたくないものだ。

校友会仲間の絆は、震災によって深まることを期待し
ながら。

数年前から、支部の活性化を図るべく庄内地区、置賜
地区の分会を交互に開催しております。

昨年度は「置賜分会」を開催し、7 名の置賜地区会員・
5 名の支部役員の計 12 名に参加頂きました。

徐々にですが、参加人数も多くなってきております。
是非、お知り合いの同級生・同窓生に輪が広がって行っ
てほしいと思います。

本年度は、庄内地区の分会を開催致します。秋の予定
ですので、是非ご参加ください。

総会にも支部会員合計 14 名の皆様に参加頂き、平成

30 年度の参加者は、20 名となり過去最大人数となりま
した。今後も参加者が増加するように活動して参りたい
と思います。（目標 30 名）

20 代 30 代の若い方の参加もお待ちしております。
一度参加すれば楽しさが分かって頂けると思います。

＜山形支部のフェイスブック開設＞
https://www.facebook.com/shibaura.yamagata
支部の活動案内や情報を発信していきます。
皆様是非ご覧ください。

（平成30年度総会）（平成30年度置賜分会）

山形支部  支部長　川越 進　土木工学科　昭和46年卒業
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栃木支部  支部長　池田 猛　土木工学科　昭和48年卒業

栃木支部の活動に際し、芝浦工大校友会より格別なご
援助を賜り感謝申し上げます。

平成 30 年度の「栃木支部総会」は、昨年 11 月 11
日に校友会本部より依田事務局、大学から吉川理事の出
席を賜り、依田事務局長から挨拶を頂いた後、平成 30
年度の事業計画等が満場一意で採択されました。また、
今回、「大学創立 100 周年」に向けた支援体制の確立に
ついて議論し、支部として準備金等を積み立てることが
承認されました。

総会後の研修会では、支部会員による活動報告、さら

には吉川理事からの大学および校友会の現状についての
説明を受け、大変有意義なものとなりました。

懇親会では、校友同士の歓談があり、最後に、恒例と
なっている校歌と応援歌を全員で歌い上げ、盛況の中で
終宴となりました。

栃木支部では、昨年、会員によるゴルフ大会や 2 年
後の国体開催に向けて整備が進む新スタジアム見学会な
どを開催しました。引き続き、当支部では積極的に活動
してまいりますので、栃木県内在住の方、栃木県に所縁
のある方などの参加をお持ちしています。

茨城支部  支部長　増山 栄　建築学科　昭和47年卒業

茨城支部総会は、平成 30 年 12 月 8 日、水戸市内の
三の丸ホテルで行いました。出席者は 48 名で大学から
は吉川理事、校友会本部から釜井副会長、神奈川支部永
井支部長、埼玉支部佐藤副支部長をお迎えして盛大に開
催致しました。

今年度、茨城トヨペット（株）代表取締役社長の幡谷
定俊様をお迎えして、経営者としての学びや社員につい
ての考え方、そしてそれらを基に今後の人生をどう歩む
かについての講演を賜り、有意義な話を頂きました。

懇親会では、はじめに吉川理事及び釜井校友会副会長
から来賓の挨拶を賜りました。その後は、幅広い年代の
先輩・後輩とのコミュニケーションが活発に行われ、昔
の思い出や近況報告等の話に一花咲かせて、会は大いに
盛り上がりました。

最後になりますが、今後の支部活動の活性化のため、
会員の輪を広げていき、芝浦工業大学の発展に尽力し、
これからの皆様のご指導ご鞭撻を頂きます様、何卒よろ
しくお願い申し上げます。
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埼玉支部  支部長　吉池 富士夫　金属工学科　昭和51年卒業

私たち埼玉支部は、多くの在校生が通う大宮キャンパ
スがあるため、校友のみならず、在校生とも積極的に繋
がりをもちながら、校友会活動を進めております。

昨年 10 月に開催された 2018 年度埼玉支部総会にお
いては、大学、後援会、校友会本部並びに近隣都県支部
から来賓のご臨席を賜り、大学の現状や校友会の報告等、
有意義なお話をいただきました。

また、副支部長として永年、我々の心の灯台としてご
指導いただいている冨山光行さん（昭和 45 年土木工学
科卒）が、この度ご勇退されることになりました。後任
には、作山康さん（昭和 58 年建築工学科卒／芝浦工業

大学システム理工学部環境システム学科教授）が、副支
部長に就任することが承認され、支部運営強化に向けた
新たな体制となりました。

校友の交流の場として、2019 年 4 月に「小川町散策
と酒蔵巡り」と題して老若男女語らいつつ“まちあるき”
を開催いたしました。

そして埼玉支部の支部総会・懇親会は、10 月 5 日（土）
大宮キャンパスにて開催する予定です。埼玉支部一同、
埼玉に所縁のある校友の皆様の参加をお待ちしておりま
す。

千葉県支部  支部長　金井 昭三　機械工学第二学科　昭和41年卒業

千葉県支部は平成 16 年に「千葉支部」、「成田支部」
と校友会未加盟の「芝浦会」の 3 つの団体を統合して
設立した支部です。

現在会員数は 180 名です。今年 15 年目を迎える「新
生・千葉県支部」はより一層の活動の活性化を目指して
下記の 4 つの課題に取り組んでいます。

１．平成 30 年度総会を母校・豊洲キャンパスで開催
　　（H31.2.23）
２．分会を 2 か所設立　「成田分会 30 ／ 9」、 

「柏分会 30 ／ 11」

３．会員の増員（校友会ホームページ活用による広報活
動の強化）

４．家族で参加できるイベントの開催（潮干狩り等）

今後、千葉県支部活動をホームページやフェイスブッ
ク等で情報発信しながら、千葉県内の校友の方々に広く
周知し、特に平成年度卒業の若い方々の積極的な参加を
期待しています。
「校友会だより」で千葉県支部活動をお知りになった

方は、是非とも身近な校友にお声をかけて頂ければ幸甚
です。
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東京総支部  支部長　谷川 潮　機械工学第二学科　昭和45年卒業

最多の卒業生を抱える東京には、以前 4 地域支部が
ありましたが、その活動には差があり確固たる支部があ
りませんでした。平成 18 年 11 月 9 日に 4 支部の上に
全体を纏める東京総支部が創られ、現在に至り登録会員
は 197 名です。

平成 30 年度東京総支部総会は平成 30 年 11 月 16 日
に行われ、総会後の恒例の懇親会には五十嵐理事長はじ

め大学幹部職員、後援会幹部の皆様、校友会幹部の皆様、
在学生諸君、都内在住者、在勤者、同好支部、職域支部
役員、校友会常任幹事、及び一般会員のご参加を頂き盛
大に開催されました。創立 100 周年に向けて、東京総
支部の更なる会員拡大を図るように役員を中心に活動し
ております。今後とも皆様のご参加とご協力の程宜しく
お願いいたします。

多摩支部  支部長　中根 眞行　工業経営学科　昭和55年卒業

校友会会員の皆様、多摩地区に在住の卒業生の皆様、
如何お過ごしでしょうか。

多摩支部は、昨年 5 月に 10 名の大学、校友会関係の
来賓の皆様と、24 名の支部会員の参加を頂き支部総会
を開催致しました。

昨今、各支部とも総会参加者が年々減少若しくは高齢化
していく中での対策として、若手会員や女性会員を増やし
ていこうとの方策を講じております。多摩支部においても同
様に、イベント開催数を増やすことで支部活動をより多く
の皆さんにアピールして行くとの方針です。

具体的には、学生を交えての「バーベキュー大会」の

開催や、初めての試みとして校友会主催の「実学講座」
に支部会員自身の社会での経験を卒業生や学生の前で披
露して頂き、そう言った集まりの中で新たに支部活動に
ご理解いただける方を見い出すなど様々な努力をしてお
ります。

昨年は、残念ながら箱根駅伝予選会には不出場でした
が、今年も多摩支部お膝元立川でのイベントとして、会員
の皆さんと盛大な応援を行うように計画しております。

今年度の支部総会は 7 月 19 日に田町校舎にて行いま
す。是非こちらにも足を運んで下さるようにお願い致し
ます。支部役員一同心よりお待ち申し上げております。
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神奈川支部  支部長　長井 義明　建築学科　昭和47年卒業

7 年前から会員相互の親睦を図る為に「地引網」を開催
し、昨年は 140 名が参加しました。晴天に恵まれ、魚の
種類は異なりますが多く取れました。役員一同の協力で盛
り上がりました。今年も皆様の御参加をお待ちしておりま
す。

支部総会を「横浜ローズホテル」で、昨年 9 月 1日（土）
に開催しました。講演は、1 月 2 日（火）に第 94 回箱根
駅伝（1 区）関東学生連合チームとして参加された、矢澤
健太（現在神奈川県庁勤務）さんにお願いし、母校とし
て初参加の箱根駅伝のエピソードを拝聴しました。参加者
から、種々な質問が出され、非常に良い講演でした。支部
員 41 名が参加しました。

大学、後援会、校友会本部並びに近隣都県支部から御
臨席賜り、大学の現状や校友会の報告等、有意義なお話
を戴きました。その後、懇親会では、毎回恒例になりまし
た卒業生のギターリスト音一平さんに演奏して戴きまし
た。校友同士の交流・充実した時間を共有出来ました。

昨年 10 月 8 日（月）午前と午後の 2 回江ノ島で神奈
川支部主催のセーリングを開催しました。午前は、江ノ島
から茅ヶ崎の烏帽子岩までと、午後は、江ノ島から葉山御
用邸までヨットでセーリングを楽しみました。参加者は午
前・午後で 37 名でした。今年も 9・10 月に開催する予
定です。御参加をお待ちしています。

平成30年9月1日　ローズホテル横浜

長野支部  支部長　北村 武彦　建築学科　昭和45年卒業

●新たな分会が設立
昨年の平成 30 年 6 月 30 日に、長野支部の新たな分

会として、上田会の設立総会が開催されました。長野支
部として三つ目の分会の誕生です。三つの分会の設立は、
十数年来の計画であり、それが完了したこととなります。

分会設置の詳細理由は省略致しますが、最も重要な理
由として、広い県下に散らばる卒業生が集合し易くする
ことにより、会員のさらなる増加を図ることが目的です。
会員の増加によりは、会員相互が認知しあい情報網が広
がり、親睦が高まり、くわえて母校や校友会との連携が
より深まることになります。会員名簿に掲載されること

も大変意義がありますが、互いに顔を合わせることが
もっとも重要です。

本年度の支部総会において、校友会の来賓から、長野
支部及び分会総会への出席者合計数が、他支部と比し多
いとのお言葉を頂きました。目的の実効性が少しずつで
てきているのかと思います。

当支部で当初分会を設置しようと動き始めたとき、そ
のような制度がなかったことから、校友会に大変なご心
配をおかけしました。その後ご理解を賜り、現在に至っ
たことに深謝いたします。

上田会設立総会の集合写真
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山梨支部  支部長　渡辺 一郎　建築工学科　昭和46年卒業

平成 28 年度に前任の竹村氏より支部長を引き継ぎまし
た、渡辺と申します。

山梨支部は平成 8 年に設立され、今年 23 年目を迎えま
した。毎年の支部総会も多数の参加者とは言えませんが、
大学および校友会本部よりご来賓の出席を賜り、アット
ホームな雰囲気のなか開催しております。

長年継続している総会は、これまで男性ばかりの参加者

でしたが、近年、1 名ではありますが女性の参加を頂きま
した。これを期に支部としても、若い世代や女性をはじめ、
誰もが参加しやすい交流の場となるよう盛り上げていきた
いと考えております。

お手元に案内が届きました際には、是非ひとりでも多く
のご参加をお待ちしております。

石川支部  支部長　西 正次　土木工学科　昭和49年卒業

平成 30 年度の総会は、例年より約 1 か月遅れての 7
月 6 日（金）に、校友会鈴見健夫会長をゲストにお迎え
して開催いたしました。冒頭、長年にわたり会長として
石川支部をリードしてくださり、一昨年の暮れに逝去さ
れた二又英信さんへ、参加者 30 名全員で黙祷を捧げま
した。

昨年度の主な事業活動としては、夏場を中心に県内各
地の進学校 13 校（過去の進学実績を考慮）へ各校 OB
を伴っての挨拶回りを実施しました。各校の進学状況と

傾向を伺いながら、本学の近況報告をさせていただく形
での懇談となりました。北陸新幹線金沢開業から約 4 年、
関東圏からの観光客数も以前の倍を超えて推移していま
す。しかしながら、近年の北陸の大学受験生の傾向とし
ては、国公立志向が高く、私立理工系には大変厳しい環
境であると感じているところであります。

新年度に向けては、昨年実施できなかった親睦ゴルフ
大会を是非開催したいと思っております。
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福井支部  支部長　永井 弘明　建築学科　　昭和53年卒業

平成 30 年度の総会にて、前任の西浦正三様の後継支
部長に選出されました。設立から 49 年の歴史のある支
部であり身の引き締まる思いです。

本会は 7 月末に総会懇親会、2 月には新年会を開催し
ています。また 9 ～ 10 月には県内各地の高校へ出向き、
芝浦工業大学の魅力を発信、受験者拡大の活動を続けて
います。前任の西浦支部長がなさっていた会員訪問活動
も継承していきたいと考えています。その結果は HP の

支部紹介で掲載する予定です。
昨年 10 月 6 日には富山支部設立 40 周年に招かれ、

校友会、富山支部、近県の支部長の皆さんと交流するこ
とが出来ました。可能であれば、近県の支部との交流も
広げていきたいと考えます。また、福井県内の大学 OB
会交流にも可能な限り参加したいと思います。

設立 50 周年をどのように迎えるか検討して参りま
す。

岐阜支部  支部長　平井 良樹　工業経営学科　昭和57年卒業

岐阜支部では、支部総会を毎年 7 月第 3 週土曜日に
開催することにしています。活動内容は充実していると
はまだまだ言えませんが、現役多治見市長の古川氏をは
じめ参加者は毎年少しずつ増えてきています。

毎年支部総会は岐阜市で開催しているのですが、今後
は高山市などでも支部総会を開き、さらに参加しやすい
環境を整えて行きたいと考えております。

信頼し合える仲間が集い、情報交換をし、友情を深め
ることにより、さらに有意義で充実した支部にしていき
たいと考えておりますので、岐阜支部総会案内が届きま
したら是非ご出席で返信していただき、一人でも多くの
参加をお待ちしております！
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静岡県同窓会支部  支部長　鈴木 和幸　土木工学科　昭和50年卒業

平成 30 年度の第 41 回支部総会を 7 月 7 日に開催し、
来賓 7 名と 30 名弱の会員が集まりました。

Ⅰ部の支部総会議事は滞りなく進み、恒例の講演会は、
郷社八幡神社禰宜勝又清晶様よる「伊勢神宮にまつわる
諸々の話」と題しまして、普段知ることができない興味深
い講演を戴きました。Ⅱ部の懇親会は、愛知、岐阜、神奈
川の各支部来賓から挨拶を頂き、例年にも増してビンゴで
盛り上がりました。

平成 30 年 9 月 22・23 日には静岡市高に於いて、「少
年少女ロボットセミナー in 静岡」が盛大開催されました。

この時の様子は新聞各紙に写真入りで掲載され、芝浦工業
大学の名を静岡地区に更に広めたことと思われます。

この記事を御覧の静岡県関係者の方で、当支部の活動に
興味を持たれる方は是非ご連絡をお待ちしています。

現在、支部のホームページの改訂を行っています。「校
友会だより」が発行される頃には本部 HP の「支部紹介」
に新しいアドレスを掲載しますので、一度覗きに来て下さ
い。

愛知支部  支部長　榊原 周造　建築工学科　昭和45年卒業

愛知支部は、校友会本部、後援会東海支部と連携し活
動を行っています。

平成 31 年度の活動予定を紹介させていただきます。

５月下旬 芝浦工大　愛知だより発行
５月11日（土） 第50回ゴルフコンペ　
 名古屋広幡ゴルフコース
６月８日（土） 校友会全国総会出席予定
 品川プリンスホテル
７月13日（土） 第43回愛知支部総会予定
 キャッスルプラザ
７月27日（土）　少年少女ロボットセミナー in名古屋
７月28日（日） 毎年後援会東海支部の方々と協力して
 進めています。
９月中～下旬 父母懇談会東海支部総会　出席予定
10月中旬 第51回ゴルフコンペ　予定
１月中旬 校友会賀詞交歓会　出席予定
２月１日（土） 後援会東海支部との合同新年会　予定

今年度新会員になられた方、転勤等で県内に在住の方
は是非声を掛けて下さい。

E-mail：info@garden-g.com　榊原までよろしくお願
い致します。
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関西支部  支部長　松岡 英治　建築学科　昭和54年卒業

平成 30 年度の関西支部総会は 11 月 16 日に「個室
＆パーティ会場 Morishita」にて開催しました。

来賓として校友会からは鈴見会長を迎え、関西支部会
員 32 名の総勢 33 名での支部総会となりました。今回
から昭和 36 年土木卒の森政克元さんが新しく参加さ
れ、大宮校舎の建設に土木で参加された話が大変興味深
かく印象にのこりました。

懇親会は昨年に引き続き今年も、若手会員の企画によ
る「全員参加の楽しい支部総会」をテーマに実施し、全

員参加のクイズやゲームを行うなど、昨年以上に盛り上
がった総会となりました。総会の最後には校歌斉唱・エー
ル・集合写真撮影を行い閉会としました。

なお、支部総会翌日は恒例の親睦ゴルフコンペがあり
鈴見会長を含め 15 名参加にて、和気あいあいの中で開
催する事が出来ました。

関西地区在住の卒業生の方々には、支部総会・親睦コ
ンペに是非参加して頂ける様、心よりお待ちしておりま
す。今年は 11 月 15 日　金曜日に開催予定です。

鳥取支部  支部長　富本 哲郎　電気工学科　昭和40年卒業

鳥取支部は、創設 14 年になります。会員数 48 名の
小規模支部です。

鳥取支部創設 10 周年記念事業として芝浦工業大学と
の共催で開催した「少年少女ロボットセミナー」は、
H27 年西部（米子市）→ H28 年東部（鳥取市）→ H29
年中部（倉吉市）→ H30 年西部（境港市）で開催し、
県内開催 2 巡目に入りました。

開催には、県産業振興機構の協力及び県教育委員会の
後援、各市教育委員の会協力、各地区の企業にご協賛い
ただき、各地区の工業学科生徒さんにセミナー指導アシ
スタントをお願いしています。

本事業への支部の取組は、会場の準備、後援団体・協
賛企業の募集、指導アシスタントの高校生の募集・指導
アシスタントの事前研修の実施、報道機関への要請など
を行っています。セミナー当日は、会場準備・受付・写
真撮影・取組表記録・来賓対応など、開催地域の分会を
中心に 8 人～ 10 人程度の支部会員が支援のため参加し
ています。

この取組が県内に、芝浦工業大学を知り理解を深める
機会となってほしいと願っています。
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広島支部  支部長　川本 勝一　建築学科　昭和45年卒業

広島支部は昭和 57 年に発足し、今年度で 38 年目を
迎えますが、昨年度の主な事業活動内容を紹介させて頂
きます。

まず、第 37 回定期総会・懇親会は会員 50 名の参加
で盛会裡に終えると共に備後分会にも会員 12 名が参加
しました。

イベントはゴルフ 2 回、釣り 2 回、囲碁 5 回を行い、
会が目的とする「会員相互の親睦」を計る事が出来まし
た。今年は新たに「山歩き・ハイキング」を立ち上げま
す。また後援会主催の父母懇談会には若手卒業生 5 名

が参加し、父母との懇親の輪に入りました。それと本学
主催の 2 日間に亘る少年・少女ロボットセミナーでは
50 名の小学生に対して、会員 5 名がサポートさせて頂
きました。

これらの活動状況の報告、懸案事項の検討・決定等は
年 5 回の役員会にて行いますが、今年度の新執行部に
は川本支部長を始めとして多くの若手役員が選出されま
した。新執行部は「新たな価値を創造し、存在感のある
支部創り」をテーマとして、活動基盤の更なる強化を目
指します。

山口支部  支部長　福田 隆行　土木工学科　昭和50年卒業

山口支部は平成 5 年 7 月 10 日に発足し、今年で 26
年目になります。会員数は現在 80 名です。

主な活動状況としては、会員相互の親睦を図るため、
毎年総会を開催し、これに併せて親睦ゴルフと懇親会を
おこなっています。

総会については、県中央の山口市にて、開催日は 11
月上旬の土曜日とほぼ固定化しております。参加者は支
部の会員と本部と大学からの来賓 2 名を含め、おおむ
ね 20 名程度です。

懇親会では、親睦ゴルフの表彰式、会員全員による近
況報告また学生時代の思い出話等に花を咲かせ、締めは
恒例の校歌の大合唱と元空手部会員のエールで大いに盛
り上がり、会員相互の親睦を深めています。

山口県に関わりのある方の気楽な参加をお待ちしてい
ます。みんなで大いに飲み、語り、大声で校歌を大合唱
しましょう。
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徳島支部  支部長　佐藤 幸好　建築工学科　昭和50年卒業

校友会の皆様、前任の宮本博先輩の後任として支部長
に就任いたしました佐藤でございます。微力ではござい
ますが、支部校友会の活性化に努力したいと考えていま
すので、ご支援と共にご指導をお願い申し上げます。

今年度の徳島支部総会は、昨年の 6 月 16 日に開催し
ました。大学、校友会本部、四国の他支部、後援会四国
支部、各役員の方々を来賓としてお招きし、支部会員
20 名が出席して開催することができました。

また、年明けの 26 日に支部新年会と役員会を開催、

14 名が参加して総会日程の協議と共に、私が出席した
校友会本部主催の新年賀詞交歓会の報告をさせていただ
きました。

なお協議の結果、平成 31 年度の支部総会は、例年 6
月に開催していましたが、各団体の総会や事業と重なり
出席できない会員がいたので、今年は 7 月 20 日の開催
に決定いたしました。詳細は後日ご案内しますが、支部
会員の皆様には多数ご出席いただきますようにお願い申
し上げます。

高知支部  支部長　吉本 哲生　土木工学科　昭和50年卒業

全国校友会の皆様におかれましては、ご健勝のことと
お慶び申し上げます。

高知支部は、平成 30 年度総会、忘年会と恒例の行事
を行いました。特に総会には、学校、校友会関係者及び
四国各支部からもご出席いただき、毎年会合を盛りあげ
ていただいております。この場をお借りして御礼申し上
げます。

支部活動活性化を目指しておりますが、会員の高齢化
が進行し、若い卒業生の参加が非常に少なく、会の存続

にも黄信号が点滅しています。その様な状況ではありま
すが、何とか活動を繋げていこうと努力しています。

地方創生が謳われており、将来、卒業生が地元に帰っ
て活躍したいと思う様な時代が来るかもしれません。
我々も校友会活動を通じて情報交換を行い、友好を深め
ながら卒業生への支援ができる様に個々の力を蓄える必
要があると思います。

全国の校友会の活性化を祈りつつ、活動報告とさせて
いただきます。
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大分支部  支部長　河野 元勝　土木工学科　昭和45年卒業

大分支部では平成 30 年度の支部総会を平成 30 年 10
月 13 日（土）に、校友会本部より加藤善次郎副会長の
ご出席をいただき、大分市内のホテルで開催しました。

今回は三浦昌生名誉教授が勇退され、家業を継ぐため
に地元大分に帰られたので、ご講演をお願いしました。
タイトルは「優秀な芝浦の学生と過ごした 27 年」です。

三浦先生は平成 3 年から平成 30 年までの 27 年間、
システム工学部に在籍し、その間、平成 11 年から 6 年
間システム理工学部長などの要職を務められました。教

授としての講義への取り組みについて、学生に対して如
何にしていい授業を作ることができるかという基本姿勢
が随所にうかがえました。例えば、研究室に大型の円卓
を設置して、様々な価値観を持った学生たちが自己を律
しながら、対等に話し合う場として大いに活用されたそ
うです。約 30 分間のご講話をしていただきまして、会
員相互が久しぶりに交流し、総会は大いに盛り上がりま
した。

福岡支部  支部長　⻆ 敬之　工業化学科　昭和45年卒業

平成 30 年度の福岡支部活動を振り返ると、台風に振
り回された 1 年間でした。まず、支部総会（7 月 7 日）は、
西日本豪雨（福岡市早良区脇山：859mm の雨量を観測）
の影響もあり、当日の朝中止を決定。大学本部から、
五十嵐理事長と野口事務局長に出席頂く予定でした。事
務局長には前日からの来福頂いており、ご迷惑をおかけ
いたしました。

少年少女ロボットセミナー（7 月 15 ～ 16 日）も、
西日本豪雨の影響で大学からの資機材の搬入が出来ずに

延期となりました。また、10 月 6 ～ 7 日での再実施予
定も台風 25 号と秋雨前線の影響で、5 日から降り出し
た雨が 6 日の明け方から強くなり一部暴風域に入る等
の有様のため、参加者の安全を考慮して、初日を中止と
し、1 日だけのセミナーとなりました。

このように、雨に泣かされた 1 年間でしたが、恒例
となった湯布院ゴルフ懇親会には、佐賀、大分、熊本、
宮崎支部からも参加を得て、和やかに実施することが出
来ました。
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熊本支部  支部長　永田 昻生　土木工学科　昭和42年卒業

昨年 6 月 9 日に開催されました“校友会全国総会”
では、校友会の皆様の温かいご支援のおかげで、無事に
実行委員長を務めることが出来ました。ここに改めまし
て、全国の皆様にお礼と感謝を申し上げます。

熊本支部におきましては、平成 30 年 9 月 12 日（水）
に熊本ホテルキャッスルにおいて熊本支部定時総会・懇
親会を開催いたしました。大学から守田優副学長・校友
会から釜井重一副会長をお招きし、福岡・宮崎・鹿児島

の支部から出席を頂き、20 名を超える参加者で盛大に
開催することが出来ました。

今回は基調講演を行いませんでしたが、母校の宣伝を
兼ねて熊本の地方紙である「熊本日日新聞」に定時総会
案内の広告を大きく掲載しました。

毎年行われている「東都リーグ大同窓会」も令和元年
5 月 25 日の開催で 23 回を迎え、多数参加し親睦を深
める予定です。

平成30年度熊本支部総会集合写真

佐賀支部  支部長　山田 清人　通信工学科　昭和48年卒業

佐賀支部は平成 30 年 10 月 27 日、数年ぶりに武雄
市の「野田屋」で総会を行いました。この会場は大学の
OB である野田先輩が経営され、由緒ある割烹で部屋の
雰囲気、料理、お酒と最高のもてなしでした。

来賓として辻村監査役、⻆福岡支部長を迎え、20 人
の参加を得て総会を行うことができました。

支部の活動は総会の他に年に 3、4 回幹事会を開き近

況報告、情報の共有に努めています。総会への参加者が
ほぼ同じ顔ぶれになりつつあり、若い人の参加が課題に
なっています。若い年代が気軽に集まり、情報交換がで
きる環境つくりを進めて行き、校友会活動が進むよう
図って行きたいと思います。
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鹿児島支部  支部長　小薗 定夫　建築工学科　昭和48年卒業

校友会鹿児島支部の愛称『芝鹿（しろく）会』の平成
30 年度総会は、去る 7 月 6 日（金）にホテルパレスイ
ン鹿児島に於いて、会員出席数 18 名で行いました。

また、大学から満重学事部長、校友会の林田副会長、
熊本支部から豊岡副長の 3 名に御臨席を賜り、懇親会
に華を添えて頂きました。

現在の芝鹿会の登録者数は 46 名ですが、総会への会
員出席者数は、今回その半数に至りませんでした。残念
ながら、年を経る毎に総会への参加メンバーが特定化し

つつあり、且つ会自体もマンネリ化してきております。
「群れることを避ける風潮」のある昨今ですが、『人は

石垣・人は城』の最たる例が校友会でもあります。
新たな会員の参加を促すと伴に、今後の芝鹿会のあり

方などや、新鮮な息吹が生まれるような手法について、
現在腐心しているところです。

今後も、校友会本部の総会や他支部との交流の機会を
活用するなどして各支部等の運営状況も参考に、新たな
参加者の発掘に資する手法が学べたらと考えています。

上海支部  支部長　芝田 明久　建設工学専攻　平成4年修了

昨年度に引き続き、支部長継続となりました芝田です。
上海支部は 2016 年 1 月の設立から、丸 3 年が経過

しました。上海～蘇州を中心とした、中国華東地区の
OB ／ OG で活動しており、卒業学科も年齢も、幅広い
メンバーが集まっています。

海外支部の性質上、駐在員の方が多いため入れ替わり
が激しいことが上海支部の特徴です。昨年度は設立当時
からの中心メンバー 4 名が同時帰任となり「存続の危

機か !?」とも思われましたが、5 名の新メンバーを迎え
ることができ、活発な活動を継続することができました。

昨年度は定例の懇親会の他に、2 度のゴルフコンペも
開催しました。また中国二大演劇に数えられる「越劇」
の観劇会も催すなど、活動内容も多岐に渡っています。
ご夫婦ともに芝浦の OB ／ OG でお子様も帯同の方が加
入されたこともあり、本年度は BBQ など、新たな試み
で親睦を深めていきたいと思います。
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シンガポール支部  支部長　長尾 剛　建築工学科　昭和61年卒業

シンガポール支部は、2013 年 12 月に設立され、今
年で丸 5 年を迎えました。

海外ということもあり、会員の方々の異動は多いです
が、2018 年末現在 24 名の方が、シンガポール支部の
会員となっています。2018 年 11 月から、地元の日本
人向けフリーペーパーに、芝浦工業大学および付属高校・
中学の卒業生の方へ、校友会活動の記事を載せたところ、
大学の卒業生だけでなく、柏高校出身者や、インターン
シップでシンガポールへ来ている現役の学生からも校友
会活動への参加申し込みがありました。

昨年度の総会には、鈴見会長、依田事務局長が参加さ
れました。総会の他に、ボーリング大会やインターンシッ

プで来ていた留学生を囲んでの夕食会を開催し、会員間
の交流を深めてきました。設立から 5 年が過ぎました
ので、会員同士も気軽に話ができるようになっています
し、新しく会員になられた方も、同じ芝浦の卒業という
ことだけで、卒業年や学部など関係なく、すぐに打ち解
けていただけるような雰囲気となっています。

シンガポールは、東南アジア近隣諸国の基点となって
います。芝浦工業大学および付属高校・中学の卒業生も、
いろいろな形でシンガポールと関わりを持っている方が
いらっしゃると思います。引き続き、広告掲載などを通
じて、会員を増やすと共に、さまざまな活動を通じて会
員間の親睦を深めていければと考えています。

＜2019年1月25日（金）シンガポール日本人会『茜』にて行った総会後の写真。＞

機械工学科同窓会支部  支部長　髙木 光一　機械工学科　昭和48年卒業

本支部は、校友会唯一の学科同窓会支部として 2012
年に設立されました。

機械工学科同窓会としての活動は、昭和 47 年頃から
定期総会を開催するなど、活動を進めてきました。昭和
50 年代からは、会員相互の親睦を図るとともに、芝浦
工業大学機械工学科のよき伝統を伝承し、社会に貢献す
ることを目的に、同窓会会報の発行、同窓会総会、幹事
会、講演会、親睦会、懇親会などの事業を行っています。

個人情報保護の観点から、会員名簿の発行を中止して

いますが、毎年 1 回会報を発送するために会員名簿の
メンテナンスは継続しています。今年は第 36 号を発行
します。

大学および在校生との接点も大切にしており、新入生
オリエンテーションへの協賛や、卒業生への卒業記念品
贈呈をしています。平成 24 年からは、3 年生後期・機
械ゼミナール 1 で PBL（問題解決型学習）の授業にコー
チ役として参加しています。
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英交会支部  支部長　淺野 昌宏　電子工学科　昭和44年卒業

◆学生との交流（田町キャンパス）◆
英語部学生との交流を重視しており、社会人先輩であ

る英交会員から学生へ各々の社会活動状況を伝え、支援
を行っています。2018 年 6 月 16 日、栗田直樹会員（‘71
年建築学科卒、建装工業取締役）により、「ESS 入部で
得た沢山の宝物」や「社会人になって貴重な経験を通し
て学んだこと」を学生と会員に対して講演頂きました。
講演後の校友倶楽部での懇親会では、楽しく真剣に語り
合いました。

◆遠隔地の会員との交流（福井）◆
2018 年 9 月 2 日～ 3 日、英交会員が活躍する地域

訪問として福井への役員親睦旅行を実施しました。この
目的は、遠隔地在住で中々会う機会が少ない会員との交
流が図れる場の創出であり、年 1 回実施しています。
現地で下記の福井在住会員に大変お世話になりました。

永井弘明殿（‘78 年建築学科卒、永井建築設計事務所　
所長）

◆ 2018 年度の主な活動歴◆
　６月 英語部学生との交流会（田町キャンパス）
　６月 校友会全国総会参加
　９月 親睦旅行（福井）
　11月 第53期英交会支部総会（田町キャンパス）
　12月 忘年会（田町）
　１月 校友会賀詞交歓会参加
　２月 英語部4年生追い出しコンパ参加（渋谷）
その他 6回に亘る役員会

親睦旅行（福井）英語部学生との交流

黒潮会支部  支部長　岡野 浩一　建築学科　昭和58年卒業

空手道部 OB 会黒潮会は平成 13 年 12 月に校友会支部
臨時総会を開催し平成 14 年度黒潮会支部としてスター
トし今年で 18 年目を迎えます。

昨年 12 月 1 日に総務部長の山下智子様、校友会副会
長の加藤善次郎様にご臨席のもと総会を開催いたしまし
た。議案も滞りなく承認され報告の中で濱野先輩が新顧
問として就任されました。

総会終了後、芝浦キャンパス 7 階校友倶楽部にて新役
員発表会並びに卒業生送別会を開催しました。OB 諸先
輩、部員 21 名、留学生 3 名とともに懇親を図りました。

黒潮会支部として相互交流を図り一人でも多くの OB
が集まる支部になるよう努力します。今後、尚一層の活
動の場を広げ、校友会支部として校友会並びに母校の発
展に寄与していきたいと望む次第です。
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二部ワンダーフォーゲル部OB会  支部長　伊藤 孝夫　二部機械工学科　昭和51年卒業

二部ワンダーフォーゲル部 OB 会支部は、昭和 36 年
に第 1 期生が卒業してから、58 年が経ちます。会員数
は約 120 名で全国各地に居ります。

昨年の 6 月に定期総会を行い、決算報告やその年の
予算計画、活動計画などを話し合いました。会員への連
絡にはメーリングリストや往復葉書などを使っています

活動計画では、月に 1 度定例会を開催し、情報交換
する事としています。なかなか人数が集まりませんが、

昨年 9 月と 12 月には定例会、忘年会を開催しました。
今後もバーベキューなど手軽に参加できる催し物や、宿
泊施設を利用して合宿を行っていきたいと考えていま
す。

芝浦工業大学の二部が廃止されて久しいですが、二部
ワンダーフォーゲル部 OB 会は、これからも活動を続け
ていきます。

錬心会支部  支部長　飯島 敏春　機械工学科　昭和54年卒業

今年は、錬心会支部としてご承認頂いてから 10 年目を
迎えます。又、同時に剣道部創部 60 周年を迎える年でも
あります。創部 60 周年記念式典を、11 月 23 日　豊洲
校舎にて開催致します。

この伝統ある剣道部を今後も継続して行くためにも、
会員間の親睦は元より大学剣道部員並びに両付属中学・
高校剣道部員への指導・支援を行っていく所存で御座い
ます。今後も若手会員の積極的な支部活動への参加と全
国総会準備委員会への参加協力を行い、大学並びに校友

会の発展に努めて行きたく考えております。

支 部 長　飯島　敏春（S54 年機械工学科卒）
副支部長　筋野　豊司（S55 年機械工学第二学科卒）
副支部長　福本　宏昭（S56 年機械工学科卒）
幹 事 長　鶴　　崇　 （S46 年建築学科卒）
会計監査　大久保勝示（S47 年建築学科卒）
事務局長　島田　恭史（S59 年機械工学科卒）
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芝浦技術士会支部  支部長　鯨井 武　通信工学科　昭和54年卒業

芝浦技術士会は、会員数 256 名を擁し、公益社団法
人日本技術士会と連携する大学毎にある技術士会組織で
す。

私たちの現在の主な活動は、生涯学習講座として開講
している「技術士試験対策講座」と、技術士の継続研鑽
に繋がる CPD（継続研鑽）講座の開催です。

芝浦技術士会は、講座を通じて受験者を支援すると同
時に、講師と受講生のコミュニケーションを通じて生涯

現役技術者へ向けたエンジニアの価値を共に考えながら
学んでおります。CPD 講座では、学内の先生方、並び
に学外の技術士や専門家による先端技術、研究の御講演
を頂き、知識の拡充に努めております。

昨年度から（株）エスアイテックと連携し、地域企業、
校友会会員企業様への支援活動も行える体制、環境の整
備を進めており、校友会へ開かれた支部を目指しており
ます。

硬式野球部O B会支部  支部長　前野 和博　工業経営学科　昭和46年卒業

平成 30 年硬式野球部 OB 会支部総会は、11 月 17 日
（土）に田町キャンパス教室にて、19 名の OB 会会員の
出席のもと開催致しました。

来賓として大学から早乙女常務理事、校友会からは依
田事務局長のご出席を頂き、総会終了後には校友会倶楽
部において懇親会を開きました。今年は、硬式野球部
OB会発足24年。校友会支部となって6年目となります。
OB 会幹事としては、総会への出席者を一人でも多く集
め、その輪を広げて行くのが使命と考えております。女
性の OB（元マネージャー）も何人かおります。この若
い OB 会員の皆さんに参加頂けるかが大きなポイントで
す。その実現の為には、話題性も含めて現役硬式野球部

が強くなる事が最低限の条件ではないかと思います。
大宮キャンパス野球グランドは、人工芝総合グランド

に生まれ変わり 3 年目を迎えました。その効果もあり
新入生部員が例年 20 名前後入部します。中には高校時
代にレギュラーとして大いに活躍した選手もおります。
この様に、練習環境により入部を決める現代っ子気質を
改めて感じながら、今年も多くの一年生が入部してくれ
る事を望み、硬式野球部の更なる活躍に期待します。

決意として、本年末に開催される硬式野球部 OB 会支
部総会が盛大に盛り上がりながら開催される事を祈念致
したいと思います。
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ハンドボール部OB会支部 支部長　井出 恵尉　工業経営学科　昭和47年卒業

2014 年 6 月に発足し、現在の会員数は 145 名です。
毎年 10 月の下旬に OB 総会を開き親睦を深めています。
2018 年度は、10 月 20 日（土）に芝浦校舎の校友倶楽
部にて開催し、OB 参加者 27 名に現役部員 31 名も参
加して和やかな雰囲気で行われました。

今年度の総会では、前支部長の塩川安賢さんが、校友
会功労者の表彰を受けたことや、日刊スポーツ新聞の東
京オリンピック特集で前回の東京オリンピックのエピ
ソードとして、田口さんのインタビューと共に芝浦工大
ハンドボール部が紹介されたことが報告されました。

その他、現役の試合の応援や合宿での指導・助言、及
び合宿費の援助など、現役部員が有意義な部活動がおく
れるように支援をしています。

支部長　　　井出　恵尉　（S40 年卒）
副支部長　　大村　俊樹　（S56 年卒）
幹事（監督）池田　鉄哉　（S40 年卒）
会計　　　　大岡　忠仁　（S59 年卒）
　　　　　　川合　誠　　（S60 年卒）
会計監査　　大森　雅樹　（S59 年卒）
事務局　　　河村　登　　（S60 年卒）
　　　　　　柴田　富男　（H2 年卒）
　　　　　　本多　行雄　（H2 年卒）
　　　　　　平岡理彩子　（H30 年卒）
　　　　　　寺下　沙恵　（H30 年卒）

ソフトテニス部O B会支部  支部長　早川 昇　建築学科　昭和43年卒業

私共、ソフトテニス部 OB 会支部は、平成 26 年 6 月
に発足致しました。母体の OB 会は創立 53 年を迎え会
員数 231 名となり、年齢層は 20 歳台から 80 歳台と多
岐にわたります。

会員からは全日本選手権優勝、準優勝者を輩出してお
ります。

私共支部が設立の主旨としたのが、校友会の発展に寄
与すると共に OB 会時代より続く、現役学生諸君への助
言及び援助であります。これは 50 余年間微力ながら継
続して参りました。内容は監督やコーチの派遣と、その

経費の一部補助、ユニフォーム寄贈、遠征費の補助等で
あります。

例年総会はテニスを楽しむ事が含まれ、共に OB 選手
権も開催しており、昨年は学生部員との交流を目指し、
会員にも懐かしい大宮キャンパスで開催が出来ました。

ご協力を頂いた大学、校友会関係者の方々に厚くお礼
申し上げる次第であります。

今後も、学生諸君への援助も含め校友会発展に、どの
ように寄与できるかを模索していく所存でございます。
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スキー部O B会支部  支部長　樋口 智美　建築学科　昭和38年卒業

校友会スキー部 OB 会支部としては未だ 4 年ですが、
スキー部 OB 会は、昨年創部以来 60 年を迎えましたの
で、定期総会と合わせて 60 周年記念祝賀会を開催いた
しました。

OB 出席者は北海道で開催したこともあり、28 名と
出席者としては物足りない感じでしたが、理事長 五十
嵐久也様、校友会会長 鈴見建夫様、芝浦工業大学常務
理事 野口一也様のご出席を頂き、おかげ様で充実した
祝賀会を開催する事が出来ました。

また、この度バンド演奏を入れ、各種演奏の他に特に
お願いした曲が、当時スキー部の監督をしておりました

伊黒正次様（日本スキージャンプの草分けの人）が作詞
した、芝浦工大スキー部歌、芝工大スキー部マネージャー
の歌を出席者全員で当時を思い出して合唱しました。

スキー部として歴史に残る偉業はなんと言っても
1969 年全日本学生スキー選手権大会の学校対抗で 1 部
総合優勝が思い出されました。

最後は、総合優勝時のキャプテン遠藤君の音頭と演奏
で校歌斉唱、多彩で大変良い祝賀会ができ、校友会スキー
部 OB 会支部はこれからも継続していけると確信した次
第です。

＜芝浦工業大学校友会　スキー部OB会支部総会スキー部創立60周年記念　平成30年7月14日　於　札幌第一ホテル＞

熱流体研究会支部  支部長　富山 博明　機械工学科　昭和57年卒業

熱流体力学研究室支部は機械工学科熱流体力学研究室
の卒業生で構成しており、2017 年に設立され今年で 3
年目を迎える若い支部です。

熱流体研究室は、流体力学研究室として昭和 45 年か
ら岡本史紀先生の指導のもと設立されました。岡本研究
室の卒業生でもある角田先生のエネルギー変換工学研究
室へ引き継がれ、48 年の歴史のある熱流体研究会支部
です。そのため岡本研究室、角田研究室の卒業生は
600 名を超える規模となっており、今後も角田研究室

の現役学生及び若き卒業生を支援し大学と校友会の発
展、人材育成への貢献を目指した活動を行っていきたい
と思っております。

熱流体研究室支部は、支部設立以前から、企業協賛の
熱流体フォーラムを開催しておりました。昨年の平成
30 年度支部総会でも、支部総会後に熱流体フォーラム、
角田研究室設立 25 周年記念講演、懇親会と学術色豊か
な総会を盛大に行い、支部会員と協賛企業との交流、親
睦を深めることができました。
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川崎市役所支部  支部長　長谷川 智巳　電気工学科　昭和59年卒業 

川崎市役所支部は、役所内の芝浦工業大学卒業生で構
成される校友会職域支部です。現在約 30 名の会員で活
動をしております。

昨年 8 月には支部総会を開催し、芝浦工業大学からは
山田理事、校友会から加藤副会長、また神奈川県支部よ
り長井支部長にご出席いただき、盛会に開催することが
できました。

近年、新会員の入会も多くなり、20 代～ 30 代が中心
となり、職場を超えて活気のある懇談会を行っておりま
す。お互いの交流を踏まえて、普段、仕事では直接話し

にくい先輩職員との会話を含め、仕事へのアドバイスや、
学生時代の部活・サークル活動にと話が盛り上がってお
ります。

新会員の勧誘を目的に始めた新年会では、お互いの近
況や情報交換などを行い、支部内の結束を強めており、
今後も更なる会員の交流と親睦を図っていきたいと考え
ております。

最後に、芝浦工業大学の益々のご発展と、校友会の皆
様のご健勝をお祈り申し上げます。

三芝会支部  支部長　岩本 毅　建築工学科　昭和63年卒業 

三芝会は三井住友建設の芝浦工業大学卒業生で構成さ
れる、校友会職域支部です。現在 66 名で活動しており
ます。

2019 年 3 月 15 日（金）に芝浦工業大学校友倶楽部
にて、支部総会を開催いたしました。芝浦工業大学から
は五十嵐久也理事長、野口一也常務理事、秘書室堀口裕
司様に、ご出席いただきました。

当三芝会からは正会員が12名、賛助会員が5名参加し、
支部総会、懇親会を開催いたしました。懇親会では各自
の近況を報告していただき盛会のうちに終了することが

できました。ご参加いただいた来賓の方、賛助会員の方、
正会員の方に感謝いたします。

建設会社の特性上、会員が全国各地に配属され多くの
人が作業所で管理にあたっているため、全員が集まる機
会がありません。そうしたことから、支部総会の出席者
の確保においても難しい面がありますが、このような状
況を理解してくださる支援者の方に助けられながら会を
継続しております。

今後も、継続して三芝会を発展し続けることができる
よう活動を続ける所存です。よろしくお願いいたします。
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鹿芝会支部  支部長　増田 孝弘 建築工学科　昭和63年卒業

鹿芝会支部は鹿島建設及びグループ会社の芝浦工業大
学卒業生で構成する校友会職域支部です。会員数は
2019 年 4 月現在で約 130 名となっており、役員クラ
スから新入社員まで幅広い年齢層で活動をしています。
2013 年より支部長の増田支部長（昭和 63 年 建築工学
科卒）が主となり支部活動の更なる活性化を図っていま
す。

主な活動内容は、各種芝浦工業大学校友会活動への参
加、年に 1 度の総会、年に 2 回の定例会、学生へのリ

クルート支援が大きな行事となっています。例年 5 名
前後の新入社員を新規会員に迎え入れており、年々若さ
が活気付いて来ています。また、本年度より初の試みと
して、総会時の時期を夏から春にずらし、新入社員歓迎
も兼ねることで総会への出席しやすさを図り、鹿芝会を
さらに盛り上げて行けたらと思っています。

最後に、芝浦工業大学のますますのご発展と、校友会
の皆様のご健勝をお祈り申し上げます。

鹿芝会総会　芝浦キャンパス校友倶楽部にて

住芝会支部  支部長　鈴木 一巳　電気工学科　平成元年卒業

住芝会は平成 14 年 1 月に発足し、今年で 18 年目と
なる職域支部です。住芝会の活動としては毎年に一度、
定期支部総会及び懇親会を行なっております。

昨年は 9 月 5 日（水）に定期支部総会及び懇親会を
無事開催することができました。学校側から山田理事・
本間先生、校友会から林田副会長・野末様にご出席いた
だき、大学の現状や校友会活動の報告等のとても有意義
なお話を聞かせていただきました。

住芝会は、今年度も新卒の新会員を迎えることができ、
また若い力と共に活動を盛り立てて行きたいと思います
ので、引き続きよろしくお願い致します。

懇親会の最後には、頂戴した支部旗をバックに全員で

校歌を斉唱し、盛会裡に会を閉じることができました。
今年も 9 月に支部総会及び懇親会の開催を予定してお
り、更なる会員相互の交流と親睦を図ってまいります。

会員は現場従事者が多く、一堂に会することが少ない
ため、支部総会はとても貴重な場でもあります。住芝会
は決して大きな組織ではありませんが、今後も積極的且
つ継続的に校友会活動に参加してまいる所存ですので、
皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い
致します。

最後になりましたが、母校芝浦工業大学の益々のご発
展と、校友会皆様のご健勝をお祈り申し上げます。
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竹中芝浦会支部  支部長　安岡 千尋　建築工学科　昭和57年卒業

竹中芝浦会支部は、（株）竹中工務店と傍系会社の芝
浦工大卒業生、退社の OB・OG で構成する支部です。
人数は現役約 150 名、OB・OG 約 110 名です。

竹中工務店の歴史は古く、創業は織田信長まで遡るこ
とになります。今年は会社組織創立 120 年にあたり、
一堂に集まり記念式典が挙行され、久し振りの再会あり
と記憶に残る出来事がありました。

支部の歴史はまだ浅く、発足から僅か 15 年です。発
足当時を知る一人として、当時の情熱や大変さを想い、

更なる発展や活発化を如何にして図っていくかが、私達
に課せられた命題だと考えています。

毎年秋に校友倶楽部で支部総会が開催され、東京配属
の新会員の方々が参加します。近年は女性が増えたこと
が特徴です。また会員にはシステム理工学部の石川裕次
先生もいらっしゃいます。実現に欠かせない研究成果は
数多く、研究へ取り組む姿勢、社会へ活かそうとする情
熱、さらに人柄まで、とても素晴らしい方で支部の誇り
です。

フジタ芝浦会支部  支部長　森田 真治　電気工学科　昭和58年卒業

昨年度よりフジタ芝浦会支部の支部長を務めさせて頂
いております昭和 58 年電気工学科卒業の森田　真治と
申します。よろしくお願い致します。

フジタ芝浦会では毎年、新入社員が集合研修を行う 4
月初旬に支部総会を兼ねた新入社員歓迎会を開催してい
ます。

今年も 2019 年 4 月 5 日（金）新宿にある「グレー
スバリ新宿本店」にて 2019 年度フジタ芝浦会支部総会・

新入社員歓迎会を開催いたしました。
首都圏に在籍する 19 名の会員とともに、今年は 5 名

の新入社員を迎え入れての開催です。
その新入社員を含めますと現在㈱フジタに在籍する支

部会員数は全国で 95 名となります。この総会・歓迎会
は、毎年各委員からの近況報告、新入社員へのアドバイ
スや情報交換など活気溢れる活動の場となっております
ので今後も引き続き継続していく所存で御座います。
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前田芝浦会支部  支部長　黒岩 貴志　土木工学科　昭和60年卒業

前田芝浦会は、前田建設工業株式会社・同関連会社に
所属する芝浦卒業生で構成する職域支部です。会員数は
79 名（4 月現在）で顧問クラスから新入社員まで幅広
い年齢層で構成されています。

当会は昨年 12 月に支部登録の承認を受けて誕生した
ばかりですので、2019 年度が支部としてのスタートに
なります。これまで建築・土木のそれぞれで OB・OG
会を開催する程度でしたが、この度の前田芝浦会支部設
立により、ようやく職種を超えた交流の場ができたこと

になります。支部設立に際して、ご助言いただきました
諸先輩におかれましては、この場を借りて御礼申し上げ
ます。

現在、当支部の活動第 1 弾として、6 月 14 日（金）
に第 1 回支部総会および親睦会を芝浦キャンパスにて
計画しています。

芝浦卒業生のつながりを生かして支部活動の活性化を
図っていく所存ですので、今後ともよろしくお願い致し
ます。

「社内OB・OG会時の集合写真（校友会支部設立前）」
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“支部旗”全国にひるがえる
　芝浦工業大学校友会は本年で設立 92 周年を迎え
ます。
　校友会は、地域支部・海外支部・同好会支部・職
域支部を合せると全国で 92 の支部数になり、卒業
生は国内外のあらゆる地域、会社などで活躍してい
ます。

　支部旗は、我ら同窓生の旗じるしであり、永遠に
芝浦工業大学の卒業生としての誇りであります。
　支部総会を連続 4 回開催し、各回 10 名以上の参
加者があり、継続して開催されている支部に授与さ
れます。
　これから授与される支部のご健闘を祈ります。平成30年全国総会で揚げた支部旗

支部旗

校友会「会員名簿」について

芝浦工業大学校歌CDの販売

　校友会では、2017 年 3 月に校友会会員名簿を刊行し販売しております。2016 年 3 月時点での卒業生、
約 50,000 名が掲載されております。 お仕事や同好活動など会員同士の連絡にお使いください。

●名簿の内容について
　この名簿は卒年、学科単位だけではなく、各県別、郵便番号順に編集したもの
です。このため各市町村にどのような会員（卒業生）がおられるか把握でき、地
域での会員の繋がりと利用し易さを目指し編集されたものです。
　なお、制作に当たっては個人情報保護法を遵守することは当然ですが、その精
神を尊重するとともに、 大学とも十分協議し、制作したものであることを付け加
えさせていただきます。
●ご購入方法について
　芝浦工業大学卒業生に限り、お一人様一冊のみご購入いただけます。氏名、卒
年、学科、送付先住所および「名簿購入」と明記の上、代金 5,000 円（送料込）
をご送金ください。ご入金確認次第発送いたします。

《御振込先》　郵便局　加入者名　：　芝浦工業大学校友会
　　　　　　　　　　口座番号　：　00160-5-9575

◀ 5,000 円
（送料込）

20162016

2016

「曲目」
１．芝浦工業大学校歌
２．応援歌
３．校歌演奏
　　指揮：金　洪才
　　独唱：望月哲也
　　演奏：新日本フルハーモニー交響楽団

「校歌」
　　作詞：北原白秋
　　作曲：山田耕作

● CD に関するお問い合わせ先
【芝浦工業大学校友会】
〒 108-8548
東京都港区芝浦 3-9-14　芝浦工業大学内
TEL：03-5445-9634　FAX：03-5445-9635
e-mail：sitfriends@shibaura-koyu.jp
●振込先
郵便局：加入者名：芝浦工業大学校友会
口座番号：00160-5-9575
●代金
定価：2,000 円
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箱根駅伝！本選出場を目指して！

　芝浦工業大学の創立 100 周年を期し、世界で活躍する理工学人材の育成を教育目標とする芝浦工業大学に
おいて、大学のブランド力を向上させることを目的に、「創立 100 周年記念事業駅伝プロジェクト支援制度」
が創設されました。
　御承知の通り校友会においては、平成 17 年（会長　五十嵐久也先輩）に、箱根駅伝支援準備室が開設、
陸上競技部駅伝ブロックが、箱根駅伝予選会、本選に出場する事を目標に支援活動を行ってきました。
　その間箱根駅伝予選会に連続６回出場、また昨年は箱根駅伝本選一区に、矢澤健太君（土木工学科卒業）
が出場、その事により全国の校友に感動と勇気を与えてくれました。この喜びは一生忘れる事はないでしょう。
　この度、前田直樹氏に駅伝部監督として就任頂き、部員 30 名が毎日トレーニングまたは合宿を行ってい
ます。監督は前東京農業大学就任時代、連続７回計８回の箱根駅伝本選出場に貢献、卓越された指導者であ
ります。
　必ず芝浦工業大学陸上部が箱根駅伝本選出場を創立 100 周年記念の年には実現すると信じています。
　また、本年度の予選会が、10 月 26 日（土）東京都立川市・国営昭和記念公園にて開催されます。是非応
援の程よろしくお願い致します。
　最後に校友の皆様にとって良き令和元年で有ります様に心よりお祈り申し上げます。

陸上競技部駅伝

総監督

角野　和明

建築学科（空手道部）
昭和 46 年卒業

「大学に帰ろうキャンペーン」芝浦祭に行こう！
　今年のホームカミングデーは、諸般の事情により中止になりました。
　校友会では、ホームカミングデーに代わり「大学に帰ろうキャンペーン」として在校生の和を両立するイ
ベントを企画しました。今年の芝浦祭に皆様に奮って参加していただき、学生時代にタイムスリップしてみ
ませんか。

　第 47 回芝浦祭　　 日時：令和元年 11 月 1 日（金）～ 11 月 3 日（日） 
会場：豊洲キャンパス

　参加される皆様には、在校生の支援として 1 名 500 円の金券を用意いたします。
　当日受付にお名前、学部、学科、卒業年度、住所をお伝えいただき受領ください。学生たちの出店等で利
用していただき、学生支援にご協力ください。
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　　　　　　　　校友会　常任幹事会　名簿� （役員を除く）　　令和元年6月8日　現在

常任幹事

中村　宏
土木工学科　昭和37年

常任幹事・組織委員会

大丸　征史
電子工学科　昭和39年

常任幹事・組織委員会

金井　昭三
機械工学第二学科　昭和41年

常任幹事・財務委員会

淺野　昌宏
電子工学科　昭和44年

常任幹事・組織委員会

橋本　雅夫
建築学科　昭和45年

常任幹事・組織委員会

小野瀬　等
通信工学科　昭和45年

常任幹事・総務・広報委員会

小平　和一朗
電子工学科　昭和45年

常任幹事・組織委員会

谷川　　潮
機械工学第二学科　昭和45年

常任幹事・事業委員会

植松　恵一
通信工学科　昭和46年

常任幹事・組織委員会

内田　武男
土木工学科　昭和46年

常任幹事・特別委員会

枝広　英俊
建築学科　昭和46年

常任幹事・特別委員会・
在校生就職支援委員会

角野　和明
建築学科　昭和46年

常任幹事・組織委員会

前野　和博
工業経営学科　昭和46年

常任幹事

橘　　昱弘
建築学科　昭和46年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

赤井　和憲
土木工学科　昭和47年

常任幹事・特別委員会

井出　恵尉
工業経営学科　昭和47年

常任幹事・組織委員会

長井　義明
建築学科　昭和47年

常任幹事・財務委員会

森川　理
電子工学科　昭和47年

常任幹事・例規委員会

赤坂　邦雄
機械工学科　昭和48年

常任幹事

住友　正樹
建築学科　昭和47年

常任幹事・総務・広報委員会

佐野　茂彰
機械工学科　昭和48年

常任幹事・事業委員会

髙木　光一
機械工学科　昭和48年

常任幹事

高野　義昭
土木工学科　昭和48年

常任幹事・事業委員会

斎藤　教男
建築学科　昭和49年

常任幹事・例規委員会・
財務委員会

神野　兼次
建築工学科　昭和49年

常任幹事

川本　勝一
建築学科　昭和49年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

小貫　諭
工業化学科　昭和50年

常任幹事・例規委員会

鈴木　卓
金属工学科　昭和50年

常任幹事・事業委員会

森本　静
工業経営学科　昭和50年

常任幹事・特別委員会

浅見　勝
建築学科　昭和51年

常任幹事・例規委員会

早川　金光
建築学科　昭和51年

常任幹事・校友会事務局長

依田　幸秀
金属工学科　昭和51年

常任幹事

渡邊　淳悦
建築学科　昭和51年

常任幹事・組織委員会

関根　良
電気工学科　昭和52年

常任幹事・組織委員会

犬塚　祥二
建築工学科　昭和54年

常任幹事・例規委員会・
在校生就職支援委員会

鯨井　武
通信工学科　昭和54年
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常任幹事・財務委員会

安齋　正博
機械工学第二学科　昭和55年

常任幹事・事業委員会

田村　稔
建築学科　昭和55年

常任幹事・総務・広報委員会

中根　眞行
工業経営学科　昭和55年

常任幹事・財務委員会

文倉　辰夫
電気工学科　昭和55年

常任幹事・特別委員会

筋野　豊司
機械工学第二学科　昭和56年

常任幹事・事業委員会

平井  良樹
工業経営学科　昭和57年

常任幹事・組織委員会・
在校生就職支援委員会

山口　幸治
建築工学科　昭和57年

常任幹事・財務委員会

作山　康
建築工学科　昭和58年

常任幹事・組織委員会・
在校生就職支援委員会

野口　忍
工業経営学科　昭和58年

常任幹事・事業委員会

柴田　真利
工業化学学科　昭和59年

常任幹事・財務委員会・
在校生就職支援委員会

角田　隆二
土木工学科　昭和59年

常任幹事・特別委員会

佐々木　克則
電気工学科　昭和60年

常任幹事・例規委員会

百瀬　和浩
建築工学科　昭和60年

常任幹事・組織委員会

渡辺　通宏
二部機械工学科　昭和60年

常任幹事・特別委員会

山田　サトシ
建築学科　昭和61年

常任幹事・
在校生就職支援委員会

内山　毅
金属工学科　昭和62年

常任幹事・総務・広報委員会

佐藤　勝
二部機械工学科　昭和62年

常任幹事・総務・広報委員会

藤田　利行
電気工学科　昭和62年

常任幹事・例規委員会

岩本　毅
建築工学科　昭和63年

常任幹事・総務・広報委員会・
在校生就職支援委員会

大森　隆広
建築工学科　昭和63年

常任幹事・事業委員会

鶴　浩一郎
建築学科　昭和63年

常任幹事・事業委員会

村島　充裕
建築学科　昭和63年

常任幹事・総務・広報委員会

安藤　吉伸
機械工学科　平成1年

常任幹事・特別委員会

福田　栄寿
機械工学第二学科　平成1年

常任幹事・財務委員会

苅谷　義治
金属工学科　平成2年

常任幹事・例規委員会

鈴木　洋
通信工学科　平成2年

常任幹事・事業委員会

小宮山　由起江
電気工学科　平成2年

常任幹事・例規委員会

武藤　憲司
通信工学科　平成3年

常任幹事・例規委員会

齋藤　敦史
通信工学科　平成4年

常任幹事・例規委員会

安田　俊司
機械工学第二学科　平成4年

常任幹事・例規委員会

山口　正樹
電子工学科　平成5年

常任幹事・財務委員会

野城　正人
工業経営学科　平成5年

常任幹事・特別委員会

新井　剛
金属工学科　平成7年

常任幹事

安藤　毅
建築学科　平成7年

常任幹事・事業委員会

市川　拓
機械工学第二学科　平成8年

常任幹事・組織委員会

坂地　世紀
建築学科　平成8年
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常任幹事・組織委員会

板垣　真人
建築工学科　平成9年

常任幹事・事業委員会

福井　浩二
工業化学科　平成10年

常任幹事・総務・広報委員会

中川　雅史
土木工学科　平成12年

常任幹事・事業委員会

野元　明俊
二部電気工学科　平成12年

常任幹事・総務・広報委員会

今井　理裕
材料工学専攻　平成14年

常任幹事・財務委員会・
在校生就職支援委員会

中島　毅
材料工学科　平成14年

常任幹事・事業委員会

奥田　耕一郎
環境システム学科　平成15年

常任幹事・事業委員会

小坂　哲平
土木工学科　平成15年

常任幹事・総務・広報委員会

滝下　勇
二部電気設備学科　平成16年

常任幹事・事業委員会・
在校生就職支援委員会

田口　智大
建築工学科　平成16年

常任幹事・総務・広報委員会

畠山　佳代
環境システム学科　平成17年

常任幹事・事業委員会・
在校生就職支援委員会

西河　洋一
MOT　平成21年

常任幹事・総務・広報委員会

川野　亜希
応用化学科　平成23年

常任幹事・事業委員会

福井　幸博
地域環境システム専攻　
平成23年

　　　　　　　　　　校友会　相談役・顧問　名簿� 令和元年6月8日　現在

顧問

岡本 嘉行
建築学科 昭和34年

顧問・組織委員

滝澤　 厚征
建築学科　昭和39年

顧問・組織委員

田口 継道
建築学科　昭和39年

顧問・例規委員

今村　均
機械工学科　昭和40年

顧問・組織委員

岡本 泰明
機械工学科　昭和41年

顧問・組織委員

雲然  國幸
機械工学第二学科　昭和41年

顧問・事業委員

吉野　巌
機械工学科　昭和43年

顧問・組織委員

岩本　行雄
工業化学　昭和44年

顧問・組織委員

渡辺　碩
建築学科　昭和45年

顧問・総務・広報委員会

泉澤　定雄
建築学科　昭和46年

相談役・組織委員

郡司　卓臣
機械工学科　昭和43年
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校友会　支部及び支部長紹介
 令和元年 6 月 8 日現在

支部名
支　部　長

支部名
支　部　長

氏　名 卒年・学科 氏　名 卒年・学科
北 海 道 米 澤　　 稔 44・建 築 学 科 台 湾 江　　 文 雄 61・機械工学第二学科
青 森 木 村 喜 有 44・土 木 工 学 科 タ イ 王 国 野 本 利 迪 H2・建 築 工 学 科
岩 手 遠 藤 龍 一 50・建 築 工 学 科 上 海 芝 田 明 久 H4・建 築 工 学 科
秋 田 池 田 広 志 55・建 築 工 学 科 シンガポール 長 尾　　 剛 61・建 築 工 学 科
宮 城 杉 崎 年 英 48・土 木 工 学 科 MOT 同 窓 会 西 河 洋 一 H21・工学マネジメント専攻
山 形 川 越　　 進 46・土 木 工 学 科 機械工学科同窓会 髙 木 光 一 48・機 械 工 学 科
福 島 斉　藤　敬一郎 34・建 築 学 科 よ ろ く 会 小 寺 貴 士 46・通 信 工 学 科
栃 木 池 田　　 猛 48・土 木 工 学 科 緑 会 井 家 良 明 35・建 築 学 科
茨 城 増 山　　 栄 47・建 築 学 科 英 交 会 淺 野 昌 宏 44・電 子 工 学 科
群 馬 青 木 豊 治 57・機 械 工 学 黒 潮 会 岡 野 浩 一 58・建 築 学 科
埼 玉 吉　池　富士夫 51・金 属 工 学 科 二部ワンダーフォーゲル部 OB 会 伊 藤 孝 夫 51・機 械 工 学 科
千 葉 県 金 井 昭 三 41・機械工学第二学科 錬 心 会 飯 島 敏 春 54・機 械 工 学 科
東 京 総 支 部 谷 川　　 潮 45・機械工学第二学科 柔道部 OB 会 早 川 金 光 51・建 築 学 科
多 摩 中 根 眞 行 55・工 業 経 営 学 科 ギター部OB会 神 野 兼 次 49・建 築 工 学 科
神 奈 川 長 井 義 明 47・建 築 学 科 芝浦技術士会 鯨 井　　 武 56・電 気 工 学 専 攻
新 潟 臼 井 静 男 48・土 木 工 学 科 硬式野球部OB会 前 野 和 博 46・工 業 経 営 学 科
長 野 北 村 武 彦 45・建 築 学 科 TBT（鳥人間）OB・OG同好会 安 保 知 佳 H27・通 信 工 学 科
山 梨 渡 辺 一 郎 46・建 築 工 学 科 ハンドボール部OB会 井 出 恵 尉 47・工 業 経 営 学 科
富 山 辻 田 恵 一 47・機械工学第二学科 ソフトテニス部OB会 早 川　　 昇 44・建 築 学 科
石 川 西　　 正 次 49・土 木 工 学 科 ヨット部OB会 柴 田 真 利 59・工 業 化 学 科
福 井 永 井 弘 明 53・建 築 学 科 スキー部OB会 樋 口 智 美 38・建 築 学 科
岐 阜 平 井 良 樹 57・工 業 経 営 学 科 熱流体力学研究会 富 山 博 明 57・機 械 工 学 科
静岡県同窓会 鈴 木 和 幸 50・土 木 工 学 科 ラグビー部OB会 山 田 豊 人 54・電 気 工 学 科
愛 知 榊 原 周 造 45・建 築 工 学 科 奥村組芝浦会 坂 地 世 紀 H8・建 築 学 科
三 重 谷　水　佐久也 50・電 子 工 学 科 神 奈 川 県 庁 鈴 木 祥 一 56・土 木 工 学 科
関 西 松 岡 英 治 54・建 築 学 科 川 崎 市 役 所 長 谷 川 智 巳 59・電 気 工 学 科
鳥 取 富 本 哲 郎 40・電 気 工 学 科 関電工芝浦会 鈴 木 雅 久 56・建 築 工 学 科
岡 山 沖 本 光 昭 45・通 信 工 学 科 京 三 片 山 雅 則 56・電 気 工 学 科
島 根 浅 野 正 教 45・建 築 学 科 熊谷組芝浦会 宮 澤　　 守 H3・建 築 学 科
広 島 川 本 勝 一 49・建 築 学 科 五洋建設芝浦会 柳 沢 純 一 62・建 築 工 学 科
山 口 福 田 隆 行 50・土 木 工 学 科 三 芝 会 岩 本　　 毅 63・建 築 工 学 科
香 川 田 岡 哲 也 57・金 属 工 学 科 鹿 芝 会 増 田 孝 弘 63・建 築 工 学 科
徳 島 佐 藤 幸 好 50・建 築 工 学 科 清水建設芝浦会 鈴 木　　 暁 H9・建 設 工 学 専 攻
愛 媛   児 山　　 均 49・機械工学第二学科 住 芝 会 鈴 木 一 巳 H1・電 気 工 学 科
高 知 依 光 成 元 56・建 築 工 学 科 大 成 芝 浦 会 石久保　　　猛 H7・建 築 学 科
大 分 河 野 元 勝 45・土 木 工 学 科 ダ イ ダ ン 近 藤　　 孝 56・建 築 工 学 科
福 岡 ⻆　　 敬 之 45・工 業 化 学 科 大 日 本 土 木 長谷川　勝　己 56・土 木 工 学 科
宮 崎 長 池 正 恕 50・電 子 工 学 科 高砂熱学工業 竹 内 祥 貴 55・電 気 工 学 科
熊 本 永 田 昻 生 42・土 木 工 学 科 竹 中 芝 浦 会 安 岡 千 尋 57・建 築 工 学 科
佐 賀 山 田 清 人 48・通 信 工 学 科 戸田建設芝浦会 古 越　　 仁 55・電 気 工 学 科
長 崎 藤 本 博 文 61・工 業 化 学 科 日比谷芝浦会 岡 本 正 仁 45・建 築 学 科
鹿 児 島 小 薗 定 夫 48・建 築 工 学 科 フジタ芝浦会 森 田 真 治 58・電 気 工 学 科
沖 縄 仲 西　　 聰 56・土 木 工 学 科 芝 友 会 中 村 信 夫 19・機 械 工 学 科
韓 国 金　　 範 得 19・土 木 工 学 科 不動産建設芝浦会 清 水 修 司 44・建 築 学 科

前 田 芝 浦 会 黒 岩 貴 志 60・土 木 工 学 科
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、講座動
画の配信を開始しました。

資格取得講座の御案内卒業生の皆様へ

■ご不明な点は校友会事務局にお問い合わせください

〒108-8548  東京都港区芝浦3-9-14  芝浦工業大学内
ＴＥＬ：（03）5445-9634　ＦＡＸ：（03）5445-9635
Ｅ-mail : sitfriends@shibaura-koyu.jp

芝浦工業大学 校友会 事務局

　芝浦工業大学校友会では、日建学院と提携し資格取得講座への紹介を行っております。校友会を通して申し込むと、通常学費より安く受講できますの
で、スキルアップやキャリアアップに是非お役立て下さい。
　受講できる講座は日建学院が提供している講座６種です。これはWEB講座でインターネットを使用した動画による講義（個別コース）と通学による講
義（通学コース）です。講義の内容はこの講座用に企画し、吟味されているものですので講師による不得手などが排除されており、効率的な学習により効
果が期待できます。また、WEB講義は、通学が難しい地方や海外勤務の方でも受講可能です。（※事前に体験版で動作確認下さい）

□案内から申込まで

受講者
講座内容の確認・申込み

（校友会ホームページへアクセスして下さい）

芝浦工業大学　校友会
受講希望者情報

（校友会より日建学院へ受講希望者を連絡します）

日建学院
講座案内・手続き

校友会に申込後、４日程度で
担当ご希望の日建学院から連絡がいきます（ ）

受講者
申込・契約

（代金振り込み後、１週間でパスワードを連絡）

日建学院
受講者報告

芝浦工業大学　校友会

□講座内容

   【一般学費】 【校友会特別学費】　  
■ 1級建築士学科（Web） 講座 （個別コース） 300,000円 150,000円（2019年度受験）
■ 2級建築士学科（Web） 講座 （個別コース） 300,000円 142,000円（2019年度受験）
■宅地建物取引士（Web） 講座 （個別コース） 100,000円 80,000円（2019年度受験）
■1級建築士学科 本科 講座 （通学コース） 650,000円 590,000円（2019年度受験）
■1級建築施工学科  講座 （通学コース） 250,000円 209,000円（2019年度受験）
■BIM入門講座（Web） 講座    10,000円 6,000円（2019年度受験）

※税別

□申込方法
●校友会ホームページ上から必要事項を記入しお申込下さい。
　校友会ホームページ　http://www.shibaura-koyu.jp/
●校友会にお申込後４日程度で担当ご希望の日建学院から連絡がいきます。
●代金振り込み後、１週間でパスワードが通知されます。

□提供する講座

●講座内容は日建学院ホームページでも確認できます。
●日建学院ホームページ
　http://www.ksknet.co.jp/nikken/
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校友会会員の皆様へ

　芝浦工業大学校友会事務局の局長を平成 30 年 9 月より拝命されました、S51 年金属工学科卒業の依田幸
秀と申します。昨年就任より早 8 ヶ月が過ぎてしまいました。事務局長としてはまだまだ経験不足でござい
ますが、大任をお受けしたからには、誠心誠意、校友会の発展のための職務に尽力いたす覚悟でございます。
どうか今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　校友会事務局一同、校友会会員様、各支部会員様へのお力になれますように努力してまいりますので、ご
指導の程宜しくお願いいたします。 （依田）

　校友の皆様こんにちは事務局の宮坂です。事務局に勤務してあっという間に一年半が過ぎ、初心者マーク
もようやく外れ（自称です）芝浦キャンパス前の空を見上げる気持ちの余裕が少しだけ出てきました。皆様
と直接お会いできる機会はなかなかありませんが、お近くへお出かけの際はぜひ事務局へお立ち寄りくださ
い。美味しいお茶と笑顔でお待ちしております。年はいっておりますがまだまだ未熟者です、皆様の温かい
ご指導よろしくお願いします。 （宮坂）

　校友会事務局 2 年目の中瀬古幸子と申します。校友会皆様からのお
問合せや、支部に関する業務を行わせていただいております。武士道
精神を重んじ、感謝の気持ちと思いやりを忘れず校友会事務局道に精
進してまいります。趣味は美味しいお酒を飲むことです。事務局に寄
られた際はぜひお声がけください。至らない点も多々あるかと存じま
すが、今後ともご指導のほどよろしくお願いいたします。 （中瀬古）

校友会本部事務局紹介

ボールペン 100円
シャープペン 100円

クッキー 9枚（箱入り） 700円
クッキー 19枚（缶入り） 1,400円

（※いずれも税込み）

マグカップ　750円
湯呑み　700円

スカーフ　4,000円
ネクタイ　4,000円

クリアフォルダ（大学名入り） 130円
クリアフォルダ（校歌入り） 130円

豊洲キャンパス生協、大宮キャンパス生協にて
販売しています。ぜひお買い求めください。
お問い合わせ先：03-5859-7900（豊洲キャンパス）
　　　　　　　　048-720-5271（大宮キャンパス）

SHIBAURA

生協でオリジナルグッズ販売中です！
芝浦工大の校章とスクールカラーの新緑をモチーフとしたオリジナルグッズが販売されています。
マグカップやクッキーなども増え、ラインナップも豊富です。

依田事務局長（中央）、宮坂さん（左）、
中瀬古さん（右）
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◆編集者
芝浦工業大学校友会　総務広報委員会
　　　林田　和雄（昭和 52 年　建築学科卒）
　　　小平和一朗（昭和 45 年　電子工学科卒）
　　　佐野　茂彰（昭和 48 年　機械工学科卒）
　　　中根　眞行（昭和 55 年　工業経営学科卒）
　　　佐藤　勝　（昭和 62 年　二部機械工学科卒）
　　　藤田　利行（昭和 62 年　電気工学科卒）
　　　大森　隆広（昭和 63 年　建築工学科卒）
　　　安藤　吉伸（平成 1 年　機械工学科卒）
　　　中川　雅史（平成 12 年　土木工学科卒）
　　　今井　理裕（平成 14 年　材料工学専攻卒）
　　　滝下　勇　（平成 16 年　二部電気設備学科卒）
　　　畠山　佳代（平成 17 年　環境システム学科卒）
　　　川野　亜希（平成 23 年　応用化学科卒）
顧問　泉澤　定雄（昭和 46 年　建築学科卒）

校友会本部事務局
　　　依田　幸秀（昭和 51 年　金属工学科卒）
　　　宮坂　文枝
　　　中瀬古幸子

在校生就職支援ご協力のお願い

編集者・協力者　一覧
順不同、敬称略

　かねてより各支部から芝浦工業大学の学生が自社にほしいとのご要望を頂いておりました。それを受け、
校友会執行部に「在校生就職支援委員会」を設置し就職支援活動を実施しております。芝浦工大は就職率が
高い大学ですが、就職率 100％にはまだ至っておりません。全国卒業生の関連企業の皆様に、求人のご協力
をお願い申し上げます。12 月以降の採用もご検討いただけるような、中小問わず企業の校友の皆様へご協力
をお願い申し上げます。
　１、校友会ホームページから「求人申込書」をダウンロード、記入
　２、校友会事務局へ提出
　３、校友会事務局が大学の就職担当者へ提出
　４、学生の希望があった場合、校友会事務局から企業担当者へ連絡
　５、学生と企業で出願、選考
　６、結果を校友会事務局へ連絡
　即希望に添えるとは限りませんが、広く学生に PR をしたいと考えております。何卒ご高配を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。

　尚、平成 31 年 3 月現在、校友会を通した求人企業数は「約 164 社」でした。
　全国の関係者の皆様、誠にありがとうございました。

求人申込書：　http://www.shibaura-koyu.jp/renraku/info.php?id=78
送 付 先：　〒108 － 8548　東京都港区芝浦 3 － 9 － 14　芝浦工業大学内
E - m a i l：　sitfriends@shibaura-koyu.jp
T e l 　：　（03） 5445 － 9634　　F a x 　：　（03） 5445 － 9635
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いい仕事には、体温がある。

取締役会長小 川  達 生
（昭和51年　通信卒）

〒112-0004 東京都文京区後楽1-5-3
TEL 03-5802-0321
FAX 03-5802-0322

URL　http://www.nisin.co.jp/

株式
会社日新コンピュータシステム

h�p://www.garden-g.com/ 

日本環境設計

加藤  善 次 郎代表取締役
社　　　長

（昭和55年機械卒）

株式
会社

地球環境を大切にする

〒231-0028
横浜市中区翁町2ー9 ファム横浜本社ビル5階
TEL（ 0 4 5 ）2 1 2 ー 2 7 5 7（代）
FAX（ 0 4 5 ）2 1 2 ー 2 7 5 8

㈱宮建築設計
代表取締役　宮  本 　｠博

昭和 47年卒　建築学科
（校友会　徳島県支部顧問）

本　　社：徳島市福島 1-5-6　　　　　  TEL:088-625-5505
東京本店：東京都中央区八丁堀 2-28-10  TEL:03-6280-3305

http://www.miyasekkei.com
E-mail:miyamoto@miyasekkei.com

代表執行役社長　長江　洋一

東西化学産業株式会社
本　  社/〒540-6118 大阪市中央区城見2-1-61
            （ツイン21MIDタワー18階）
TEL.（06）6947-5511  FAX.（06）6947-5510 

TREATMENT

加藤善次郎
　　機械工学科卒
釜井重一
　　建築学科卒
田村　稔
　　建築学科卒
中根眞行
　　工業経営学科卒

福井幸博
　　電気工学科卒
文倉辰夫
　　電気工学科卒
元井　彰
　　土木工学科卒
渡辺通宏
　　二部機械工学科卒

「地域と伴に」
豊洲で唯一の総合建設会社です。
東京都の公共事業で地元の臨海エリアを
中心に地域の発展に貢献しています。

芝浦工大豊洲校舎の北向いのマンションに
会社があります。いっでも見学に来て下さ
い。 歓迎します ('◇')
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<総合ビルメンテナンス>

[本社] 〒220-8116
横浜市西区みなとみらい2-2-1
横浜ランドマークタワー16階
TEL：045（224）3550

代表取締役社長　鴻 義久（昭和47年 土木工卒）

http://www.bstem.co.jp

人、街、社会、地球に優しい空間づくり

総合建築設備業　戸田建設グループ

東京本部：〒104-0032  東京都中央区八丁堀 4-6-1　八丁堀センタービル 4F 
TEL 03-6222-2830　FAX 03-6222-2840

代表取締役社長神野　兼次

株式会社アペックエンジニアリング株式会社アペック会会 空気調和・衛生設備設計施工

〒108-0075
東京都港区港南1-6-34 品川イースト3F
TEL：03-6712-0877（代表）
URL：http://www.tokyo-thermal.co.jp

株式会社 東京サーマル
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〒460-0008 名古屋市中区栄五丁目25番 28号
TEL：052-261-1721　FAX：052-241-1440

（昭和 46年　建築学科卒）

代表取締役
会　　　長 尾畑  雄二郎

2020年に100周年を迎えます。

尾畑長硝子株式会社

代表取締役　金　子　和　平
（昭和 44 年　経営工学科卒）

株式会社アカネ

http://akane-green.co.jp

緑化事業を通じて

就労支援を行っております

常務執行役員 東京土木支店長 竹 内   清
                     （昭和56年 土木工学科卒）

〒541-0053　大阪市中央区本町 4-1-13
〒136-0075　東京都江東区新砂 1-1-1
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鹿 島 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長 押味至一
鹿島建設株式会社横浜支店 専務執行役員支店長 野村高男
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加工開発のメーカーです。
セラミックスの加工は
当社へご相談ください。

小貫　諭 取締役会長

（1975  工化卒   1977  修士修了）

群馬セラミックス株式会社
〒375-0055
群馬県藤岡市白石1444
Tel  0274-22-2096  Fax 0274-24-4974
https://www.guncera.co.jp 

代表取締役社長　髙見澤　和夫

〒164-0011  東京都中野区中央２丁目４８番５号
TEL　03-3227-3361

URL　http://www.tacy.co.jp

交通システム機器のパイオニア

世界初の多能式自動券売機を開発
（日本機械学会　機械遺産「第 50号」認定）

本　　社 東京都新宿区新宿 6-28-7 新宿イーストコート 3階
〒160－0022 TEL.03-4589-6911  FAX.03-4589-6312
目黒支店 東京都目黒区目黒 1-4-11 目黒 NTビルディング 1階
〒153－0063 TEL.03-6420-0081  FAX.03-6420-0085
高円寺支店 東京都杉並区高円寺南 4-26-16 芦野ビル 3階
〒166－0003 TEL.03-6383-1771  FAX.03-6383-1882

（H2 工業経営 卒）

不動産建設 芝浦会

代表取締役　佐藤 隆之

代表取締役　九代目 中澤彦七

東京都中央区京橋 2丁目 9番 2号
電話（3535）5311（代表）

業務用酒類食材卸
宮内庁御用達

享保2年(1717 年 ) 創業

株式
会社

私たちは、優れた製品とサービスを通じて、豊かで快適な住生活の
未来を創造する住まいと暮らしの「総合住生活企業」です。



62

SIT Alumni Association

環境チャレンジ 

代表取締役会長兼社長執行役員　大内　厚

東京都新宿区新宿 6-27-30
　　新宿イーストサイドスクエア12階
電話　03（6369）8212
https://www.tte-net.com

「運ぶ」を支える
グローバルカンパニー

いすゞ 自動車株式会社
〒140-8722
東京都品川区南大井 6-26-1
大森ベルポートA館
http://www.isuzu.co.jp/

0422 - 60 - 8888
〒180 - 0013 東京都武蔵野市西久保一丁目 2番 11 号

千葉 雄二郎

一般法人・医療法人・学校法人等決算業務
相続税、贈与税申告及び事前対策・M&A等
同族法人等株価対策・その他資産税全般

朱  田  税  務  会  計  事  務  所
税理士　　朱　田　光　洋

　　 （芝浦工業大学理事・評議員）

税理士　　坂　本　幸　久

〒103-0004 東京都中央区東日本橋２丁目２２番２号
ES林ビル５階

TEL 03-5839-2115 　FAX  5839-2116 
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H02　工化卒

伊 藤  博 之

「男と女のワイン術」
伊藤博之・柴田さなえ著
日本経済新聞出版社刊

HOTEL いわき 
970-8026 

8-9 
TEL 

0246-23-3188 
FAX 

0246-23-3128 
HP

http://www.hotel-iwaki.com/ 

執行役員　支社長

榎本　謙司
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令和元年 芝浦工業大学校友会全国総会・懇親会

金井　昭三実行委員長

（昭和41年機械二科卒）

〒294-0042
千葉県館山市上野原138-12
電　話（090）1035―8005
メール　sho-kanai@sky.plala.or. jp

不動産建設芝浦会
本会は卒業生同士の交流を深め、互いのビジネスをより活発にする
ことを目的とした会です。建設業や不動産業に興味ある方であれば
学部・学科問わず幅広い年齢、業種の方にご参加頂けます。

支部長　清水修司　[S44 建築卒 ]
副支部長　西河洋一　[H22 MOT 卒 ]　副支部長　橋本雅夫　[S45 建築卒 ]
副支部長　佐藤隆之　[H2 工経卒 ]　　副支部長　森大助　　[S58 建築卒 ]
公式 HP : https://shibaurakai.net/
事務局   : TEL 03-3485-1111 (（株）SD建築企画研究所内 )

株式会社
ＴＡＷ建築設計事務所

代表取締役　渡辺　碩
昭和45年建築学科卒

〒111-0042
東京都台東区寿2-8-11　リッチライフビル5F
TEL：03-3841-7368　FAX：03-3841-7107
E-ｍaiｌ：ｔaｗ＠ｍｖｄ.ｂiｇｌoｂe.ｎe.ｊｐ

校友会会長

〒１１１-００３６

特別顧問

鈴 見　健 夫（S45建築）

東京都台東区松が谷1-3-5 JPR上野イーストビル8階
TEL.03-5806-3110 FAX.03-5806-9688

ファサードエンジニアリングのリーディングカンパニー

URL.http://www.agb.co.jp

代表取締役

〒101ー 0025
東京都千代田区神田佐久間町3ー 21ー 7
　　　　　　　　　　　 熊谷ビル 3F

有限会社

泉　澤　定　雄
（昭和46年　建築学科卒）

藍 建築工房

TEL 03 ー 5825 ー 6118
FAX 03 ー 5825 ー 6119

1 57 2 704  

 

TEL 03 6276-6260 http: //www.eufd.org 
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取締役会長

 E-mail: gaohhashimoto@me.com

駐車場システム設計・施工・販売
株 式 会 社

（日本信号株式会社代理店）

代表取締役

〒062-0051 札幌市豊平区月寒東1条1丁目7番19号
TEL（011）853-5152　FAX（011）853-5454

小川　博司（S45 年工業経営）

カズサッポロ

高等教育事業部
〒135-0016
東京都江東区東陽2-3-25
TEL 03（5634）6292
FAX 03（5634）6865

〒311-2215
茨城県鹿嶋市和 825-2
　有限会社　エスエス住建
　TEL　0299-90-9900
　FAX　0299-90-9955
　mail　kunuginomori@ab.wakwak.com

神尾　雅陽
昭和 57年　建築学科卒

代表

代表取締役社長　遠　藤　亘　持

〒362-0058 埼玉県上尾市上野 537 番地
 TEL. ０４８（７２５）２０６１㈹
 FAX. ０４８（７２５）２０６３
 E-mail：info@endohss.com
 http://www.endohss.com

ENDOH NOBUYOSHI

（昭和 43 年卒　機械工学科）

47
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建築とまちづくり

代表取締役  所　長　三井所　清　典
代表取締役  副所長　大　倉　靖　彦

〒150-0002
東京都渋谷区渋谷 1丁目 2 0番 1号
電話 03-3409-4532　FAX 03-3409-3394
http://www.alsed.co.jp

株式会社　アルセッド建築研究所
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